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この選挙は、浜田市の将来を託す人を決める、とても重要な選挙です。
明るい選挙を心掛け、大切な１票を投じましょう。

投
票
で
き
る
人

１　

平
成
５
年
10
月
21
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
日
本
国
籍
を
有
す

る
人 

２　

平
成
25
年
７
月
12
日
以
前
か
ら

引
き
続
き
浜
田
市
内
に
住
所
を
有

す
る
人

※　

投
票
す
る
前
に
浜
田
市
外
へ
転

出
し
た
人
は
、
投
票
所
入
場
券
が

届
い
て
い
て
も
投
票
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
を
変
更
し
た
人

市
内
で
転
居
し
た
人

　

10
月
７
日
以
後
に
市
内
で
転
居
し

た
人
は
、
前
住
所
の
投
票
所
で
の
投

票
と
な
り
ま
す
。

　

前
回
（
今
年
７
月
に
執
行
さ
れ
た
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
）
の
投
票
所
と
大

き
な
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
投

票
所
を
変
更
し
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

第
57
投
票
区
（
弥
栄
町
程
原
）

　

程
原
下
集
会
所
を
程
原
上
集
会
所
に

変
更
し
ま
す
。

　

10
月
12
日
㈯
ま
で
に
届
く
予
定
で
す
。

１
枚
の
は
が
き
に
、
世
帯
別
で
最
大
６

人
分
の
投
票
所
入
場
券
が
印
刷
し
て
あ

り
ま
す
。
必
ず
切
り
離
し
て
、
各
自
で

投
票
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

投
票
所
入
場
券
を
紛
失
さ
れ
た
場

合
で
も
、
受
付
に
そ
の
旨
を
申
し
出

る
と
投
票
で
き
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
券
を
受
付
に
提
出
し
、

名
簿
対
照
の
後
、
投
票
所
用
紙
を
受
け

取
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
浜
田
市
長
選
挙
の
投
票
用
紙

（
薄
黄
色
紙
）
を
渡
し
ま
す
。
候
補
者

氏
名
の
上
部
の
枠
内
に
、
備
え
付
け
の

ス
タ
ン
プ
で
○
を
表
示
し
、
指
定
の
投

票
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。（
期
日
前

投
票
、
不
在
者
投
票
の
場
合
は
自
書
式

で
す
。）

　

次
に
、
浜
田
市
議
会
議
員
選
挙
の
投

票
用
紙
（
白
色
紙
）
を
渡
し
ま
す
。
１

人
の
候
補
者
氏
名
を
投
票
用
紙
に
記
入

　

投
票
開
始
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら

で
す
。
な
お
、
投
票
終
了
時
間
は
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

■
午
後
８
時
ま
で

浜
田　
第
１
～
第
35
投
票
区
（
左
記
の

９
か
所
を
除
く
。）

■
午
後
７
時
ま
で

浜
田　
第
９
投
票
区
（
細
谷
）・
第
10

投
票
区
（
長
見
）・
第
13
投
票
区
（
宇

津
井
）・
第
20
投
票
区
（
美
川
東
）・

第
21
投
票
区
（
美
川
西
）・
第
26
投

票
区
（
大
麻
）・
第
31
投
票
区
（
久

代
）・
第
32
投
票
区
（
宇
野
）・
第
33

投
票
区
（
有
福
）

金
城　
第
36
～
第
44
投
票
区

旭　
　

第
45
～
第
53
投
票
区

※　

具
体
的
な
場
所
（
投
票
所
）
に
つ

い
て
は
、
投
票
所
入
場
券
に
記
載
し

ま
す
。

し
、
指
定
の
投
票
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。

告示日　１０月１３日㈰
投票日　１０月２０日㈰

浜田市長・浜田市議会議員一般選挙

投
票
す
る
場
所

投
票
所
入
場
券

投
票
の
方
法

投
票
時
間
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投
票
用
紙
を
受
け
取
る
前
に
、
係
員

に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

点
字
器
は
投
票
所
に
備
え
て
あ
り
ま

す
が
、
使
い
慣
れ
た
点
字
器
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
持
参
し
て
使
用
さ
れ
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

点
字
に
よ
る
候
補
者
名
簿
な
ど
も
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
人
は
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

　

身
体
の
障
が
い
な
ど
の
た
め
、
自
分

で
投
票
用
紙
に
候
補
者
氏
名
を
記
載
で

き
な
い
人
は
、
投
票
所
で
定
め
る
代
理

者
（
事
務
従
事
者
）
が
代
わ
っ
て
記
載

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
係
員
に

そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
当
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
場

合
や
、
病
気
や
出
産
、
身
体
の
障
が
い

な
ど
で
投
票
所
へ
の
入
場
が
困
難
な
場

合
は
、
告
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の

前
日
ま
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

受
付
期
間

　

10
月
14
日
㈷
～
19
日
㈯

受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

※　

印
鑑
は
不
要
で
す
（
投
票
所
入
場

券
が
届
い
て
い
れ
ば
持
参
し
て
く
だ

さ
い
）。

期
日
前
投
票
所

　

次
の
５
か
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

浜
田　
市
役
所
東
分
庁
舎
２
階
会
議
室

金
城　
金
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

旭　
　

旭
保
健
セ
ン
タ
ー

弥
栄　
弥
栄
会
館
２
階
小
研
修
室

不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間

　

10
月
14
日
㈷
～
19
日
㈯

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

前
記
の
期
日
前
投
票
所
に
お
い
て
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。 

三
隅　
市
役
所
三
隅
支
所
分
室

※　

住
所
地
以
外
の
期
日
前
投
票
所
で

も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※　

市
役
所
本
庁
舎
は
耐
震
工
事
中
の

た
め
、
期
日
前
投
票
所
の
場
所
を
変

更
し
て
い
ま
す
。
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

弥
栄　

第
54
投
票
区
（
弥
栄
会
館
）・

第
58
投
票
区
（
日
高
集
会
所
）・
第

61
投
票
区
（
老
人
憩
い
の
家
）

三
隅　
第
63
～
第
78
投
票
区

■
午
後
６
時
ま
で

弥
栄　
前
記
の
第
54
・
第
58
・
第
61
投

票
区
を
除
く
、
第
55
～
第
62
投
票
区

指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
入

所
者
で
、
島
根
県
選
挙
管
理
委
員
会
の

指
定
し
た
施
設
で
は
、
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

　

事
前
に
、
本
人
か
ら
直
接
又
は
投
票

管
理
者
（
病
院
長
な
ど
）
を
と
お
し
て
、

浜
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
投

票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

出
張
・
旅
行
な
ど
で
不
在
と
な
り
、

投
票
日
当
日
の
投
票
や
期
日
前
投
票
が

で
き
な
い
人
は
、
滞
在
し
て
い
る
市
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

　

事
前
に
、
浜
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

点
字
投
票

代
理
投
票

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

平
成
５
年
10
月
16
日
か
ら
21
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

市
外
（
一
時
滞
在
地
）
で
行
う

不
在
者
投
票
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身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳

の
所
持
者
や
、
介
護
保
険
の
要
介
護
者

の
う
ち
、次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、

自
宅
な
ど
か
ら
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
浜
田
市
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便
等
投
票
証

明
書
の
交
付
を
受
け
、
10
月
16
日
㈬
ま

で
に
所
定
の
請
求
書
に
本
人
が
署
名
を

し
て
、
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

１　

身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障
が

い
が
１
級
又
は
２
級
の
人

○
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ

う
・
直
腸
・
小
腸
の
障
が
い
が
１
級

又
は
３
級
の
人

○
免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い
が
１
級
か
ら

３
級
の
人

２　

戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持
者
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○
両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い
が
特
別
項

症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
の
人

○
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・

直
腸
・
小
腸
・
肝
臓
の
障
が
い
が
特

別
項
症
か
ら
第
３
項
症
ま
で
の
人

３　

介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介
護

者
で
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の

　
「
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
」
が
交

付
さ
れ
て
い
る
船
員
が
投
票
す
る
と
き

は
、
投
票
所
入
場
券
と
一
緒
に
必
ず
こ

の
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
証

明
書
の
提
示
が
無
い
と
投
票
で
き
ま
せ

ん
）。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
又

は
事
業
所
の
担
当
者
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
の
人 

　

重
度
身
体
障
が
い
者
な
ど
の
郵
便
等

投
票
に
該
当
す
る
人
で
、
次
の
障
が
い

が
あ
る
人
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て
代
理

人
が
自
宅
な
ど
で
投
票
用
紙
に
記
載
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
浜
田
市
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
代
理
記
載
用
の

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、

10
月
16
日
㈬
ま
で
に
所
定
の
請
求
書
に

代
理
人
が
署
名
を
し
て
、
投
票
用
紙
を

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

１　

身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
で
、

上
肢
・
視
覚
の
障
が
い
が
１
級
の
人

２　

戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持
者
で
、
上

肢
・
視
覚
の
障
が
い
が
、
特
別
項
症

か
ら
第
２
項
症
ま
で
の
人 

※　

不
在
者
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
及

び
受
付
は
、
全
て
の
場
合
に
お
い
て

浜
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
宛

て
と
な
り
ま
す
。

〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

殿
町
１
番
地

浜
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

10
月
18
日
㈮
ま
で
に
全
世
帯
へ
配
付

し
ま
す
が
、
万
一
届
か
な
い
と
き
は
、

浜
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
及
び

各
支
所
自
治
振
興
課
に
も
備
え
て
い
ま

す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

10
月
20
日
㈰
午
後
９
時
５
分
か
ら
、

第
一
中
学
校
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
開
票
速
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
及
び
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放

送
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

浜
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
１
０
）

問
い
合
わ
せ
先

郵
便
等
投
票
対
象
者
の
う
ち
、

代
理
記
載
に
該
当
す
る
場
合

選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
が

交
付
さ
れ
て
い
る
船
員
の
投
票

重
度
身
体
障
が
い
者
な
ど
の

郵
便
等
投
票

選
挙
公
報
の
配
布

開
票

不
在
者
投
票
用
紙
の
請
求
及
び

受
付
先
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市
で
は
、
浜
田
市
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り

推
進
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、“
だ
れ
も
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
”
を
基
本
理
念
に
、
市
民
と
行
政
が
一
緒

に
な
っ
て
防
犯
意
識
を
高
め
、
協
力
し
て
防

犯
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
に
理
不
尽
に
命
を
奪
わ

れ
た
平
岡
都
さ
ん
の
悲
惨
な
事
件
か
ら
４
年

が
経
過
し
よ
う
と
す
る
な
か
、
事
件
を
風
化

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
訴
え
、
事
件
解

決
に
向
け
市
民
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
呼
び
掛

け
る
機
会
と
し
て
、
10
月
26
日
の
「
い
の
ち

と
安
全
安
心
の
日
」
に
併
せ
て
こ
の
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

今
年
の
大
会
は
、
昨
年
“
は
ま
だ
を
明
る

く
照
ら
し
隊
”
が
初
め
て
開
催
し
た
“
は
ま

だ
灯
”
の
取
組
を
継
承
し
、大
会
全
体
を
“
は

ま
だ
灯
２
０
１
３
”
と
題
し
、「
浜
田
市
安

全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　
10
月
26
日
㈯

　

午
後
４
時
～
８
時

場
所　
島
根
県
立
大
学
講
堂
及
び
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ

第
１
部　
午
後
４
時
～
５
時

大
会
式
典

・
功
労
団
体
表
彰

・
あ
い
さ
つ
川
柳
表
彰

・
防
犯
活
動
報
告　

な
ど

第
２
部　
午
後
５
時
～
６
時

み
ら
い
サ
ミ
ッ
ト

　

地
元
高
校
生
と
県
立
大
学
生
が
“
私
た
ち

の
住
む
ま
ち
の
安
全
”
を
テ
ー
マ
に
意
見
を

交
わ
し
、
将
来
を
担
う
若
者
の
思
い
・
考
え

を
通
し
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
安

心
な
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て

い
た
だ
く
機
会
と
す
る
も
の
で
す
。

第
３
部　
午
後
６
時
～
８
時

は
ま
だ
灯
２
０
１
３

テ
ー
マ　
灯あ

か

り
が
繋つ

な

げ
る
市
民
の
絆

　

昨
年
、
約
６
千
個
の
手
作
り
キ
ャ
ン
ド
ル

の
点
灯
を
県
立
大
学
前
な
ど
、
市
内
各
所
で

展
開
し
、
市
民
参
加
型
の
取
組
と
し
て
「
は

ま
だ
灯
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
県
立
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
な
ど
に
約
千
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
の
点
灯
や
、

石
州
和
紙
を
使
用
し
た
灯
ろ
う
を
飾
り
、
平

岡
都
さ
ん
へ
の
追
悼
の
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

※　

雨
天
時
は
、
は
ま
だ
灯
２
０
１
３
の
会

場
を
変
更
し
、
島
根
県
立
大
学
カ
フ
ェ
テ

リ
ア
内
で
開
催
し
ま
す
。

昨年の「はまだ灯」の様子

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安
全
係

（
☎
�
９
１
２
２
）

　

10
月
26
日
は
、「
い
の
ち
と
安
全
安
心
の

日
」
で
す
。

　

平
成
21
年
、
島
根
県
立
大
学
生
が
理
不
尽

に
命
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
悲
惨
な
事
件
を
契

機
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
記
憶
を
決
し
て
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
命
の
大
切
さ
と
そ
の
重
さ

を
認
識
し
、
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
防

犯
意
識
を
高
め
、
地
域
に
根
付
い
た
防
犯
対

策
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
“
い
の
ち
”
の
尊
さ
と
安
全
安
心
に
つ
い

て
考
え
て
い
た
だ
き
、
次
の
点
に
つ
い
て
、

更
な
る
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
声
か
け
・
明
る
い
あ
い
さ
つ
運
動

●
見
守
り
活
動

●
門
灯
の
点
灯
運
動

　

そ
し
て
、
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

私
た
ち
が
住
む
ま
ち
の
安
全
安
心
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
し
て
く
だ
さ
い
。

浜
田
市
安
全
安
心

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会

～
は
ま
だ
灯
２
０
１
３
～

10
月
26
日
は

「
い
の
ち
と
安
全
安
心
の
日
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
す

浜
田
市
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会

　
　
　
　
　
　
　

～ 

は
ま
だ
灯と

も

し

２
０
１
３ 

～
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その他　1.9％

その他　7.3％

繰入金　2.8％

地方債
16.5％

国県支出金
15.3％

地方交付税
32.7％

市税
19.6％

使
用
料
及
び
手
数
料 

1.5
％

地
方
譲
与
税 

1.0
％

依
存
財
源 

67.4
％

自
主
財
源 

32.6
％

分
担
金
及
び
負
担
金 

1.4
％

※１

※２

算額は374億5,019万円（対前年度比0.1%減）、翌年度へ繰り越す財源1億961万円を除いた実質収
低迷、税収入の落ち込みに加え、平成28年度以降に生じる市町村合併による財政支援措置の縮減
改革を確実に実行し、持続可能な財政体質の確立に努める必要があります。

支　出 市の性質別区分 金　額
食費 人件費 ４万９千円
光熱水費・日用雑貨代 物件費 ３万３千円
医療費・保育料など 扶助費 ４万９千円
ローンの返済金 公債費 ５万円
子どもへの仕送り 繰出金 ２万９千円
家の増築費・新車購入 普通建設費 ５万円
町内会費・ご祝儀など 補助費など ２万３千円
定期預金 積立金 １万９千円
家や車の修理代・友
人ヘ貸したお金

維持補修費・貸付金・
投資及び出資金 １万円

支　出　合　計 31万２千円

収　入 市の性質別区分 金　額
給料 市税 ６万２千円
家賃収入 使用料及び手数料など ３万２千円
預金の取崩し 繰入金 ９千円
親からの援助 地方交付税・地方譲与税など 11万３千円
兄弟からの援助 国県支出金 ４万８千円
借金 地方債 ５万２千円

収　入　合　計 31万６千円

浜田市の財政指数
指　数　名 内　　容 平成24年度

算定結果
財政健全化法

早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字
比 率

１年間の標準的な収入と比較した、一
般会計の赤字額の割合です。 ― 12.47% 20%

連 結 実 質
赤 字 比 率

１年間の標準的な収入と比較した、特
別会計や公営企業会計を含む全ての会
計を合算した赤字額の割合です。

― 17.47% 30%

実 質 公 債 費
比 率
（３か年平均）

１年間の標準的な収入と比較した、一
般会計が負担する借金などの返済額の
割合です。

14.50% 25.00% 35%

将 来 負 担
比 率

１年間の標準的な収入と比較した、将
来一般会計が返済する借金などの負担
割合です。

118.80% 350.00% ―

区　　　分 具体的な内容決　算　額

自
主
財
源

市　　税 皆さんが納めた税金です。市民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税・
入湯税などがあります。74億3,297万円

分担金及び負担金 特定のサービスを受ける人に負担してもらったお金です。
保育料・福祉施設入所負担金などがあります。５億2,009万円

使用料及び手数料 市の施設の使用料や、住民票などの発行手数料などです。５億5,876万円
繰　入　金 基金（市の預金）を取り崩したり、特別会計（次ページ下段参照）か

ら移し入れたりするお金です。10億5,941万円
そ　の　他 預金利子や市の貸付けの返済金・事業受託収入などがあります。27億7,448万円

依
存
財
源

地方譲与税 国が徴収した揮発油税や自動車重量税などのうち、一定基準が市に配
分されます。３億6,551万円

地方交付税 市税収入の少ない市でも、市民に一定水準のサービスが行えるよう、
国から交付されるお金です。所得税や法人税・消費税・酒税などを配
分しています。123億9,956万円

国県支出金 市が行う事業に対し、国や県が補助したり負担したりするお金です。57億9,807万円
地　方　債 多額の経費がかかる事業（道路や学校建設など）を行うために、国や

銀行から借りたお金です。62億6,299万円
そ　の　他 地方消費税交付金・交通安全対策特別交付金・地方特例交付金・自動

車取得税交付金・配当割交付金などがあります。７億2,588万円

　毎月約４千円の黒字となり、１年で約４万５千円となりまし
た。そのうち、約１万１千円を翌年度に持っていき、残った約
３万４千円を『財政調整基金』銀行などに預金しました。

※１　自主財源：浜田市が自らの権限で調達できる収入のことです。
※２　依存財源：国や県により交付されたり、割り当てられたりする収入や、政府・銀行などから

借り入れた収入のことです。

状況をお知らせします

歳入総額　　378億9,772万円

浜田さん家の家計簿を見てみましょう！

【歳入】
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総務費
16.7％

公債費
16.0％

教育費
10.7％

土木費
10.8％

衛生費
10.8％

商工費　2.8％

消防費　3.7％

農林水産業費
5.1％

民生費
22.6％

その他
0.8％

　平成24年度の一般会計決算状況は歳入決算額が378億9,772万円（対前年度比0.1%増）、歳出決
支で3億3,792万円の剰余金が生じました。市の各種財政指標は改善しているものの、長引く景気
が見込まれているなど、先行きが不透明であるため、引き続き「中期財政計画」に沿って行財政

■特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
会　　計　　名 歳　入 歳　出

国民健康保険 事業勘定 7,201,419 7,054,259
直診勘定 270,270 270,270

駐 車 場 事 業 70,706 70,615
公 設 水 産 物 仲 買 売 場 18,644 18,350
国 民 宿 舎 事 業 78,163 78,163
公 共 下 水 道 事 業 671,707 671,648
農 業 集 落 排 水 事 業 485,005 483,599
漁 業 集 落 排 水 事 業 58,894 58,889
生 活 排 水 処 理 事 業 63,963 63,945
簡 易 水 道 事 業 1,083,150 1,082,817
後 期 高 齢 者 医 療 743,132 727,066

■公営企業会計　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
会　　計　　名 歳　入 歳　出

水 道 事 業 収益的収支 943,643 890,504
資本的収支 162,961 484,546

工業用水道事業 収益的収支 98,746 89,249
資本的収支 0 10,689

【内訳】
　○翌年度繰越金　　　１億961万円…平成25年度に延長して行う事業に充てられます。
　○剰余金　　　　　３億3,792万円…「財政調整基金」などに積立を行います。

　浜田市の会計には、一般会計のほか、特定の
収入で支出を賄う特別会計が10あります。ま
た、地方公営企業法の適用を受け、独立採算制
を原則とした水道事業・工業用水道事業の公
営企業会計があります。

中央図書館整備事業
（事業費７億2,685万円）

三隅図書館整備事業
（事業費２億8,428万円）

区　　　分
具体的な内容

決　算　額
総　務　費

庁舎の管理・徴税・地域振興などに使いました。
62億4,793万円

民　生　費
高齢者や障がいのある人・生活保護・子育て支援などに使いました。

84億5,325万円
衛　生　費

ごみ処理や火葬場の維持・病気の予防・環境保全などに使いました。
40億5,301万円

農林水産業費
農業や林業・漁業の振興などに使いました。

19億969万円
商　工　費

商業や工業・観光の振興・企業誘致などに使いました。
10億3,065万円

土　木　費
道路や河川・公園・住宅の整備などに使いました。

40億3,285万円
消　防　費

消火活動・救急救命などに使いました。
13億6,749万円

教　育　費 小・中学校・幼稚園・公民館の運営・文化財保護・生涯学習などに使
いました。40億1,836万円

公　債　費
借金の返済に使いました。

60億165万円
そ　の　他

議会の運営・勤労青少年ホームの運営などに使いました。
３億3,531万円

平成24年度浜田市決算

平成24年度に実施した事業

歳出総額　　374億5,019万円 【歳出】

歳入歳出差引額　４億4,753万円
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

　韓国ドラマと言えば「チャングムの誓い」を思
い出す人が多いと思います。韓国でも大人気だっ
た「チャングムの誓い」は、最高視聴率57%を記
録するなど、まさに老若男女を問わず全国民に愛
されました。それ以来、韓国は時代劇ブームとも
言えるくらい時代劇への人気が高まり、今年だけ
でも10本近くの時代劇ドラマが放映される予定で
す。
　ところで、このような時代劇は本当に実在した
話なのでしょうか？ラブストーリーなど少し架空
の話も含まれてはいますが、基本的に本当にあっ
た歴史の話を基に作られたものが多いです。もと
もと韓国、特に「文の時代」とも呼ばれた朝鮮王
朝時代（1392年～1910年）には、このような時代
劇の「ネタ」となる歴史的記録が数多く残されて
います。

　皆さん、「世界記憶遺産」をご存知でしょうか？
　世界記憶遺産とは、価値ある記録物を後世に残
すため ｢世界文化遺産｣のようにユネスコが認定・
管理しているものを言います。その中でも、世界
最大規模の王朝歴史書である『朝鮮王朝実録』、
王の秘書室である「承

すんじょんうぉん

政院」が記録した世界最大
の連帯記録物『承政院日記』など、韓国の世界記
憶遺産は11件にものぼります。「チャングムの誓
い」の主人公チャングムも『朝鮮王朝実録』にそ
の記録が残っている実在した女官でした。
　このように、世界記憶遺産といった歴史的な
ベースの上に成り立った韓国の時代劇は、今や「韓
流」という名のもとで、日本を含め世界中に伝え
られて愛されています。これからも韓国の時代劇
を通じてお隣の国、韓国をより身近に感じる人た
ちがもっと増えるのを期待しています。

　

私
は
、
10
月
22
日
の
任
期
満
了

を
も
っ
て
浜
田
市
長
を
退
任
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
平
成
８
年
４

月
に
旧
浜
田
市
長
に
就
任
し
、
平

成
17
年
10
月
に
新
浜
田
市
長
に
も

就
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
通
算
５

期
17
年
６
カ
月
の
永
き
に
わ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
市
政
の
推
進

の
ご
協
力
を
賜
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
「
お
元
気
で
す
か
」
は
、

平
成
８
年
10
月
に
連
載
を
始
め
、

合
併
後
も
「
新
・
お
元
気
で
す
か
」

と
し
て
続
け
、
今
回
で
１
８
１
回

目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
そ

の
時
々
の
出
来
事
、
市
の
取
り
組

み
、
私
の
思
い
な
ど
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、「
浜
田

高
校
野
球
部
甲
子
園
ベ
ス
ト
８
」、

「
全
国
一
早
い
地
域
振
興
券
交

付
」、「
浜
田
港
開
港
百
周
年
・

５
万
ト
ン
バ
ー
ス
の
完
成
」、「
島

根
県
立
大
学
開
学
」、「
し
ま
ね
海

洋
館
ア
ク
ア
ス
開
館
」、「
全
国
ハ

イ
ヤ
サ
ミ
ッ
ト
開
催
」、「
国
際
定

期
コ
ン
テ
ナ
航
路
開
設
」、「
山
陰

本
線
高
速
化
」、「
ど
ん
ち
っ
ち
ブ

ラ
ン
ド
登
録
」、「
江
津
道
路
開

通
」、「
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎

え
し
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

開
催
」、「
平
成
の
大
合
併
・
新
浜

田
市
誕
生
」、「
海
老
谷
桜
倒
壊
復

旧
・
開
花
」、「
島
根
あ
さ
ひ
社
会

復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
開
所
」「
石

州
半
紙
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

決
定
」、「
県
大
生
平
岡
都
さ
ん
死

体
遺
棄
事
件
」、「
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
移
転
新
築
」、「
浜
田
港
日
本

海
側
拠
点
港
選
定
」、「
ブ
ー
タ
ン

王
国
と
の
交
流
再
開
」、「
旧
国
立

浜
田
病
院
跡
地
に
中
央
図
書
館
建

設
」、「
南
極
観
測
船
し
ら
せ
３
度

の
寄
港
」
な
ど
、
数
多
く
の
思
い

出
が
あ
り
、
言
い
尽
く
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

何
よ
り
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る

出
来
事
は
、
平
成
17
年
の
浜
田
市

と
那
賀
郡
４
町
村
の
市
町
村
合
併

で
す
。
合
併
に
あ
た
っ
て
は
、
川

上
で
あ
る
旧
那
賀
郡
を
衰
退
さ
せ

な
い
こ
と
が
、
川
下
で
あ
る
旧
浜

田
の
た
め
に
も
な
り
、
新
市
全
体

の
発
展
に
つ
な
が
る
と
の
思
い
か

ら
、
全
国
で
も
例
の
な
い
浜
田
那

賀
方
式
自
治
区
制
度
を
導
入
し
、

地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。
合
併
か

ら
８
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
過
疎

化
・
高
齢
化
の
波
は
続
い
て
い
ま

す
が
、
各
地
域
の
輝
き
を
失
う
こ

と
な
く
、
市
全
体
の
発
展
へ
導
く

こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
８
月
に
は
、
島
根
あ
さ
ひ
社

平成15年10月５日㈰
全国豊かな海づくり大会（浜田漁港）

会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
開
所
５
周

年
記
念
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か

れ
ま
し
た
。
今
後
、
受
刑
者
の
再

犯
率
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け

る
た
め
の
矯
正
施
設
の
あ
り
方
や

行
政
の
取
り
組
み
、
市
民
と
の
連

携
を
密
に
す
る
な
ど
の
課
題
を
感

じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
念
願
で

あ
り
ま
し
た
中
央
図
書
館
が
開
館

し
、
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
市

民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
う
れ
し
い
驚
き
を
感
じ
て
い

ま
す
。た
だ
一
つ
残
念
な
こ
と
は
、

平
岡
都
さ
ん
の
事
件
が
未
解
決
の

ま
ま
で
あ
る
こ
と
で
す
。
１
日
も

早
い
解
決
を
た
だ
た
だ
願
う
ば
か

り
で
す
。

　

浜
田
市
の
将
来
像
「
青
い
海
・

緑
の
大
地　

人
が
輝
き
文
化
の
か

お
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、

「
市
民
の
た
め
の
温
か
い
市
政
、

開
か
れ
た
市
政
の
実
現
」
を
常
に

念
頭
に
置
き
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り
、
各
種
事

業
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
が
で

き
、
私
に
与
え
ら
れ
た
市
長
と
し

て
の
責
務
も
お
お
む
ね
果
た
す
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
と
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

一
市
民
と
し
て
、
浜
田
市
の
更
な

る
発
展
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
皆
さ
ん
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、最
後
の
「
お
元
気
で
す
か
」

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
長
い

間
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

韓国の時代劇と世界記憶遺産
浜田市国際交流員　金

き む

　恩
お ん

志
じ

新・お元気ですか 最終回

浜田市長 宇津徹男
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　『広報はまだ』９月号でお知らせしました、
住民参加型市場公募地方債「浜田きらめき債」
の購入について募集期間を10月16日㈬から22
日㈫までとします。皆さんも「浜田きらめき
債」を購入して、市の子育てや教育の充実の
ための事業に参加してみませんか。今回も多
くの皆さんの申込みをお待ちしています。
※　ただし、発行総額が１億円に達した時点

で募集終了となります。

購入の際に必要なもの
①購入代金（口座からの振替）
②購入する金融機関の預金通帳
③印鑑（通帳の届出印）
④本人確認書類（運転免許証・健康保険証など）
⑤マル優・特別マル優を利用する場合は、確認できるも

の（障害者手帳など）
※　金融機関によって異なる場合がありますので、詳し

くは購入予定の金融機関にお問い合わせください。
購入条件
①市内在住又は市内に勤務している個人
②購入時に満20歳以上の個人
③本人のみ購入可能で、委任状などでの代理購入はでき

ません。
④事前予約はできません。
⑤１人あたり100万円を限度とし、10万円単位で購入で

きます。
利子　年に２回、口座に自動的に振り込まれます。
利率　募集開始日直近の国債流通利回りを若干上回る水

準で決定する予定です（決定次第、取扱金融機関窓口・
市ホームページで公表します）。

償還　元金は、５年満期一括償還で平成30年11月７日に
全額お返しします。

問い合わせ先
購入について

山陰合同銀行カスタマーセンター
（フリーダイヤル☎０１２０－３１５１８０）
島根銀行市場営業グループ（☎０８５２�１２４１）
日本海信用金庫業務推進部（☎�１８６１）
いわみ中央農業協同組合本所ＪＡバンク部
（☎�８８５３）

そのほか
本庁財政課財政係（☎�９２１０）

取扱金融機関窓口
金融機関名 支店名 電話番号

山陰合同銀行

浜田支店 �０８４０
三隅支店 �０２１０
浜田東出張所 �２１２０
長浜出張所 �０５８１
浜田市役所出張所 �３３７８

島根銀行 浜田支店 �０２７６

日本海信用金庫

本店 �１８５０
西支店 �０３５８
東支店 �０３５７
長浜支店 �０３０５
駅前支店 �３７００
三隅支店 �２５００
旭町支店 �１３１３
長沢支店 �４１８０
国府支店 �０２０５

いわみ中央農業
協同組合

本所 �８８５３
浜田支所 �８８２５
浜田西支所  �１００３
浜田東支所  �０００１
三隅支所 �０２８０
雲城出張所   �１３１３
金城支所 �１１３２
弥栄支所 �２２２１
旭支所 �１２１２

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
る
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平

成
25
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
て
、
幼
年
消
防
用
活
動
資
器
材
（
鼓
笛
隊

セ
ッ
ト
一
式
）
を
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
を
結

成
し
て
い
る
「
波
佐
保
育
園
」
に
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

波
佐
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
防
火

ク
ラ
ブ
結
成
時
か
ら
、
積
極
的
に
防
火
・
防

災
に
対
す
る
様
々
な
活
動
を
行
い
、
防
火
・

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
贈
呈
し
た
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
は
、
今
後

の
園
行
事
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
防
火
・

防
災
の
啓
発
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

（
消
防
本
部
予
防
課
）

浜田市平成25年度第１回公募公債

浜 き め 債きら田

平
成
25
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
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業

地
域
活
性
化

保
険
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医
療
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金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境
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宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

10
月
11
日
㈮
か
ら
31
日
㈭
ま
で

の
21
日
間
「
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
思
い

や
り
運
転
が
高
齢
者
を
交
通
事
故

か
ら
守
り
ま
す
。

推
進
の
重
点

①
道
路
横
断
時
に
お
け
る
安
全
確

認
の
徹
底

②
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
こ
ま
め

な
ラ
イ
ト
切
替
え
の
推
進

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

④
交
差
点
・
横
断
歩
道
で
の
安
全

確
認
の
徹
底

⑤
夜
間
・
夕
暮
れ
時
の
ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン
の
徹
底

⑥
夜
光
反
射
材
着
用
の
徹
底

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

10
月
11
日
㈮
か
ら
20
日
㈰
ま
で

の
10
日
間
は
「
犯
罪
の
な
い
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
旬
間
」
で

す
。

取
組
の
重
点

①
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防

止
②
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪

の
防
止

③
万
引
き
・
乗
り
物
盗
の
防
止

④
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

浜
田
市
内
の
犯
罪
発
生
状
況

６
月
末
現
在

・
刑
法
犯
１
８
１
件
（
昨
年
対
比

10
件
増
）

※　

身
近
な
犯
罪
で
あ
る
万
引
き

や
侵
入
窃
盗
・
自
転
車
窃
盗
事

件
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

浜
田
市
内
の
振
り
込
め
詐
欺
・
振

り
込
め
類
似
詐
欺
の
被
害
状
況

７
月
末
現
在

・
振
り
込
め
詐
欺
０
件
（
昨
年
同

期
２
件
・
被
害
総
額
約
１
９
０

万
円
）

・
振
り
込
め
類
似
詐
欺
１
件
・
被

害
額
約
６
０
０
万
円
（
昨
年
同

期
２
件
・
被
害
総
額
約
３
、
８

０
０
万
円
）

※　

振
り
込
め
類
似
詐
欺
と
は
、

未
公
開
株
や
社
債
、
外
国
債
な

ど
架
空
の
購
入
話
を
持
ち
掛
け

る
の
が
主
な
手
口
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
手
口

は
様
々
で
す
。「
自
分
だ
け
は

大
丈
夫
」
と
油
断
せ
ず
、「
怪

し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に

家
族
や
親
し
い
人
、
最
寄
り
の

警
察
署
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

受
講
対
象
者

・
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
新
た
に

従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
人
で
、

試
験
種
類　
甲
種
・
乙
種
の
全
類

受
験
資
格

甲
種　

法
令
の
定
め
る
資
格
を

有
す
る
人

乙
種　

資
格
の
制
限
な
し

試
験
日　
12
月
15
日
㈰

場
所　
松
江
市
（
試
験
会
場
は
受

験
票
で
指
定
）

試
験
手
数
料

甲
種　

５
、
０
０
０
円

乙
種　

３
、
４
０
０
円

申
請
方
法　
書
面
申
請
（
願
書
に

よ
る
受
験
申
請
）
と
電
子
申
請

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
受

験
申
請
）
が
あ
り
ま
す
。

※　

受
験
案
内
及
び
願
書
は
、
消

防
本
部
予
防
課
及
び
各
出
張
所

に
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間

書
面
申
請

10
月
８
日
㈫
～
22
日
㈫

電
子
申
請

10
月
５
日
㈯
～
19
日
㈯

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
島
根

県
支
部
【
〒
６
９
０
‐
０
８
８

２　

松
江
市
大
輪
町
４
２
０
‐

１（
☎
０
８
５
２
�
５
８
１
９
）】

http://w
w
w
.shoubo-shiken.

or.jp/
そ
の
日
か
ら
１
年
以
内
の
人

・
過
去
２
年
以
内
に
免
状
の
交
付

を
受
け
て
い
る
場
合
又
は
講
習

を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
免

状
交
付
日
又
は
受
講
日
以
降
に

お
け
る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら

３
年
以
内
の
人

・
前
回
の
講
習
を
受
け
た
後
、
引

き
続
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業

に
従
事
し
て
い
る
人
で
、
前
回

講
習
日
以
降
に
お
け
る
最
初
の

４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内
の
人

講
習
日　
11
月
８
日
㈮

場
所　
い
わ
み
ー
る

受
講
手
数
料　
４
、
７
０
０
円

申
込
締
切
日　
講
習
日
の
10
日
前

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌

営
業
日
）

申
込
方
法　
受
講
申
請
書
（
消
防

本
部
及
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
島
根
県
危
険
物
保
安
協

会
連
合
会
【
〒
６
９
０
‐
８
５

０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地
】

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

安
全
安
心

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

10
月
11
日
か
ら
20
日
は

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
旬
間
で
す

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

を
実
施
し
ま
す

消
防
設
備
士
試
験
を

実
施
し
ま
す
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農
林
水
産
省
及
び
島
根
県
・
浜

田
市
で
は
統
計
法
に
基
づ
き
、
11

月
１
日
を
調
査
日
と
し
て
漁
業
セ

ン
サ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
日
本
の
漁
業
の

生
産
や
就
業
の
状
況
、
漁
村
や
水

産
物
の
流
通
・
加
工
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
日
本
の
水
産
行
政

施
策
の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
、
海
面
に

沿
う
市
町
村
の
漁
業
を
営
む
人
た

ち
を
主
な
対
象
者
と
し
て
調
査
票

の
記
入
を
お
願
い
す
る
大
規
模
な

調
査
で
す
。

　

調
査
対
象
と
な
っ
た
人
に
は
、

10
月
下
旬
に
調
査
員
が
調
査
票
記

入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
務
課
行
政
相
談
係

（
☎
�
９
１
２
０
）

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

に
対
す
る
皆
さ
ん
の
理
解
を
得
る

と
と
も
に
、
そ
の
利
用
を
推
進
す

る
た
め
、
毎
年
10
月
に
「
行
政
相

談
週
間
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
行
政
相
談
週
間
は
、
10

月
21
日
㈪
か
ら
27
日
㈰
ま
で
で
す
。

10
月
の
行
政
相
談
所
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

浜
田
（
人
権
相
談
と
共
催
）

日
時　
10
月
２
日
㈬
・
９
日
㈬
・

16
日
㈬
・
23
日
㈬
・
30
日
㈬

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時

～
３
時

場
所　
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

金
城

日
時　
10
月
16
日
㈬

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
久
佐
公
民
館

旭
（
人
権
相
談
と
共
催
）

日
時　
10
月
21
日
㈪

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
旭
セ
ン
タ
ー

弥
栄

日
時　
10
月
18
日
㈮

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
弥
栄
会
館
２
階
小
会
議
室

三
隅
（
人
権
相
談
と
共
催
）

日
時　
10
月
11
日
㈮

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
岡
見
公
民
館

※　

11
月
以
降
の
行
政
相
談
の
日

時
・
場
所
は
、『
広
報
は
ま
だ
』

附
属
の
「
は
ま
だ
情
報
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
務
課
行
政
相
談
係

（
☎
�
９
１
２
０
）

浜
田
合
同
行
政
相
談
所

　

行
政
相
談
週
間
行
事
の
一
環
と

し
て
、
合
同
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

日
時　
10
月
29
日
㈫

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
浜
田
公
民
館
研
修
室

参
加
予
定
機
関　
島
根
行
政
評
価

事
務
所
・
行
政
相
談
委
員
・
松

江
地
方
法
務
局
・
浜
田
河
川
国

道
事
務
所
・
浜
田
年
金
事
務
所
・

島
根
県
・
浜
田
市
・
弁
護
士
・

司
法
書
士
・
行
政
書
士

※　

弁
護
士
へ
の
相
談
は
、
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。
10
月
21

日
㈪
午
前
８
時
30
分
か
ら
予
約

を
受
け
付
け
ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相

談
課

（
☎
０
８
５
２
�
３
６
３
０
）

　

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、
一

定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
（
売

買
・
交
換
な
ど
）
を
し
た
場
合
は
、

契
約
後
２
週
間
以
内
に
取
引
し
た

土
地
が
所
在
す
る
市
役
所
や
町
村

役
場
へ
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
が
必
要
な
面
積

①
市
街
化
区
域
内
の
土
地

２
、
０
０
０
㎡
以
上

※　

浜
田
市
内
に
は
、
市
街
化
区

域
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
①
を
除
く
都
市
計
画
区
域
内
の

土
地　
　

５
、
０
０
０
㎡
以
上

③
都
市
計
画
区
域
以
外
の
土
地

１
０
、
０
０
０
㎡
以
上

問
い
合
わ
せ
先

県
用
地
対
策
課

（
☎
０
８
５
２
�
５
０
７
７
）

本
庁
市
民
政
策
課
政
策
第
二
係

（
☎
�
９
２
２
１
）

10月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
1 火 長沢町６・８、桜ケ丘、菅原団地
2 水 浅井町４～６
3 木 浅井町１～３、黒川町１・２
4 金 黒川町３～７
7 月 相生町１～３
8 火 相生町３・４、竹迫町
9 水 杉戸町、笠柄町
10 木 熱田町６～10
11 金 熱田町11～13
15 火 熱田町14、内田町
16 水 長浜町１～８
17 木 日脚町２～６・８・９、周布町
18 金 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
21 月 唐鐘１～９
22 火 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
23 水 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
24 木 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６
25 金 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
28 月 殿町１～５、田町２～５
29 火 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
30 水 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
※　雨天などにより中止した場合、町内会長からの連
絡で土曜日に実施することがあります。

（本庁環境課）

生
活
・
環
境

２
０
１
３
年
漁
業
セ
ン
サ
ス

を
実
施
し
ま
す

10
月
21
日
か
ら
27
日
は

行
政
相
談
週
間
で
す

～
10
月
は
土
地
月
間
で
す
～

土
地
取
引
を
し
た
場
合
は

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
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療
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金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

～
公
正
証
書
は
、
あ
な
た
の
老
後

や
大
切
な
家
族
、
財
産
を
守
り
ま

す
～

　

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
急
増
し
、

「
法
化
社
会
」「
自
己
責
任
の
時

代
」
と
い
わ
れ
る
今
、
暮
し
の
安

心
・
安
全
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

　

公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
か
ら

任
命
さ
れ
た
法
律
の
専
門
家
で
あ

る
公
証
人
が
作
成
す
る
公
文
書
で
、

法
的
安
心
・
安
全
の
仕
組
み
づ
く

り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

公
正
証
書
の
特
別
な
効
力

①
紛
争
予
防
機
能

・
権
利
義
務
の
明
確
化

・
証
拠
づ
く
り

・
遵
守
意
識
の
高
揚

②
紛
争
解
決
機
能

・
訴
訟
上
特
別
な
証
拠
力

・
裁
判
を
起
こ
す
こ
と
な
く
相
手

の
財
産
を
差
し
押
さ
え
、
ス

ム
ー
ズ
に
債
権
回
収

③
公
正
証
書
で
な
い
と
無
効

・
任
意
後
見
契
約

・
マ
ン
シ
ョ
ン
規
約
設
定

・
事
業
用
定
期
借
地
権
設
定
契
約

ほ
か

④
遺
言
公
正
証
書
の
特
別
な
効
力

・
煩
わ
し
い
検
認
手
続
不
要

・
無
効
に
な
る
心
配
が
な
い

・
預
貯
金
の
払
戻
し
、
登
記
の
手

続
が
簡
単
・
迅
速

・
紛
失
・
改
ざ
ん
・
不
当
破
棄
の

心
配
が
な
い

・
原
本
は
公
証
役
場
で
永
久
保
存

公
証
役
場
は
国
の
機
関
で
す

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

相
談
受
付
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

日
曜
無
料
・
相
続
・
遺
言
・
任
意

後
見
・
離
婚
給
付
（
養
育
費
な

ど
）・
各
種
契
約
等
公
証
法
律
相
談

（
要
予
約
）

日
時　
10
月
６
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
公
証
役
場

（
☎
�
７
２
８
１
）

Ｑ．あなたの心配事は Ａ．その対策は
後に残る配偶者の暮らし 夫婦相互遺言公正証書
子どもたちの相続争い 実質的平等、遺留分に配意した遺言公正証書
相続争いによる事業崩壊 遺言（信託）公正証書、事業の法人化
万一認知症や寝たきりになって預金
の払戻しを止められたら 遺言・任意後見契約公正証書

後に残る障がいを持つ子の暮らし 遺言（信託）・任意後見契約･信託契約公正証書
終末期医療～延命か、安らかな死か 尊厳死宣言公正証書
離婚後の幼子の養育 離婚給付（養育費等）契約公正証書
知的財産権などの保護･各種証拠保全 事実実験公正証書、私署証書認証、確定日付

そのほか 土地建物賃貸借・金銭消費貸借・債務弁済等契約公正
証書、会社・一般社団法人･財団法人等定款認証など

　

家
庭
の
タ
ン
ス
、
押
入
に
眠
っ

て
い
る
衣
類
（
古
着
・
古
布
）
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、
古
着
・
古
布
の
分
別

収
集
を
行
い
ま
す
。
ご
み
の
減
量

化
、資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
、

古
着
・
古
布
の
分
別
収
集
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間

10
月
25
日
㈮
～
12
月
19
日
㈭

出
し
方　

必
ず
市
指
定
ご
み
袋

（
ペ
ッ
ト
・
プ
ラ
用
、
か
ん
用
、

び
ん
用
）
に
入
れ
て
、
古
着
・

古
布
収
集
場
所
に
直
接
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

※　

旧
指
定
ご
み
袋
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。 

※　

市
指
定
ご
み
袋
以
外
の
袋
・

レ
ジ
袋
・
紙
袋
・
ダ
ン
ボ
ー
ル

箱
に
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
毛
布
は
袋
に
入
ら
な

い
場
合
に
は
、
広
が
ら
な
い
よ

う
、ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

収
集
場
所
・
期
間　
次
ペ
ー
ジ
の

「
古
着
・
古
布
収
集
場
所
一
覧

表
」
で
各
収
集
場
所
の
収
集
期

間
・
時
間
・
休
日
な
ど
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

古
着
・
古
布
収
集
場
所
は
、

既
存
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

収
集
す
る
も
の　
衣
類
（
ゴ
ム
製

品
・
作
業
服
・
着
物
は
除
く
。）・

シ
ー
ツ
・
タ
オ
ル
・
毛
布
・
ハ

ン
カ
チ
・
く
つ
し
た

※　

必
ず
洗
濯
し
て
、
し
っ
か
り

乾
燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※　

ボ
タ
ン
や
フ
ァ
ス
ナ
ー
な
ど

は
、
取
り
外
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

収
集
し
な
い
も
の　
ふ
と
ん
・
座

ぶ
と
ん
・
マ
ッ
ト
レ
ス
・
じ
ゅ

う
た
ん
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
雨
か
っ

ぱ
・
帽
子
・
か
ば
ん
・
カ
ー
テ

ン
・
ゴ
ム
製
品
の
衣
類
・
作
業

服
・
着
物

※　

汚
れ
や
傷
み
の
ひ
ど
い
も
の
、

濡
れ
て
い
る
も
の
は
収
集
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
燃
や
せ
る
ご
み

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

10
月
１
日
か
ら
７
日
は

「
公
証
週
間
」
で
す

古
着
・
古
布
の

分
別
収
集
を
し
ま
す
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古着・古布収集場所一覧表
収集期間 所在地 事業所名 収集場所 収集時間 休日

10月25日㈮～
　12月19日㈭
（全期間）

殿町 市役所本庁 １階市民ロビー 8:30～17:00 土・日・祝日
熱田町 長浜公民館 入口右側 9:00～17:00 祝日・休館日内村町 美川公民館 入口

金城町下来原 市役所金城支所 庁舎１階と老人福祉
センターの間の通路 8:30～17:00 土・日・祝日

旭町今市 市役所旭支所 市民福祉課
旭町木田 木田ふれあい店舗 店舗入口

9:00～17:00

日
旭町和田 旭和田郵便局 ロビー 土・日・祝日
旭町都川 都川公民館

玄関

水・土・日・祝日
旭町市木 市木公民館 木・土・日・祝日
弥栄町長安本郷 市役所弥栄支所

8:30～17:00 土・日・祝日弥栄町木都賀 市役所弥栄支所杵束出張所
三隅町三隅 市役所三隅支所 正面入口
三隅町向野田 三隅公民館 公民館内 9:00～17:00 月・祝日・臨時休館日

10月25日㈮～ 
　　　31日㈭ 長沢町 服部タイヨー長沢店 園芸用土売場入口 9:30～17:30 なし

10月25日㈮～ 
　11月７日㈭

金城町追原 美又公民館 玄関 8:30～17:00 なし
三隅町岡見 岡見公民館 公民館内 9:00～17:00 月・祝日・臨時休館日三隅町湊浦 三保公民館 ロビー

10月25日㈮～ 
　11月21日㈭

西村町 大麻公民館 窓口 9:00～17:00 土・日・祝日下有福町 国府公民館有福分館 正面入口

11月１日㈮～ 
　　　７日㈭ 浅井町 ダップス 店頭入口

6:00～21:00㈪～㈭
12:00～21:00㈮
 6:00～21:00㈯
 8:00～20:00㈰

なし

11月１日㈮～ 
　　　14日㈭ 金城町波佐 波佐公民館 玄関 8:30～17:00 月・土・日・祝日

11月８日㈮～ 
　　　14日㈭ 浅井町 ラ・ぺアーレ浜田 玄関ロビー 9:00～17:00 なし

11月８日㈮～ 
　　　21日㈭

金城町小国 小国公民館 玄関 8:30～17:00 月・土・日・祝日
三隅町井野 井野公民館 公民館内 9:00～17:00 月・祝日・臨時休館日三隅町下古和 黒沢公民館

11月15日㈮～ 
　　　21日㈭

高田町 ジュンテンドー浜田店 正面入口・西側入口 9:00～20:00 なし野原町 総合福祉センター １階ロビー奥 8:30～17:00
11月15日㈮～ 
　　　28日㈭ 金城町今福 今福公民館 多目的ホール 8:30～17:00 月・土・日・祝日

11月22日㈮～ 
　　　28日㈭

周布町 スーパーセンタートライアル 東側入口 8:00～22:00 なし
黒川町 ＪＡいわみ中央本所 西側非常階段下 8:30～17:00 土・日・祝日

11月22日㈮～ 
　12月５日㈭

金城町久佐 久佐公民館 玄関前 8:30～17:00 月・土・日・祝日
三隅町折居 白砂公民館 玄関ロビー 9:00～17:00 月・祝日・臨時休館日

11月22日㈮～ 
　12月19日㈭

周布町 周布公民館 入口左側 9:00～17:00 祝日・休館日国分町 国府公民館 通路
11月29日㈮～ 
　12月５日㈭

松原町 子育て支援センターすくすく 駐車場南側勝手口前 8:30～17:00 日・祝日
周布町 ナフコ浜田店 屋外ガーデニングコーナー 8:00～19:30 なし

12月６日㈮～ 
　　　12日㈭ 港町 イズミゆめタウン浜田 立体駐車場４階

エレベーター横 9:30～21:00 なし

　

計
量
法
に
基
づ
き
、
設
置
か
ら

８
年
を
経
過
す
る
前
に
、
定
期
的

に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
取
替
作
業
は
委

託
業
者
が
行
い
、
取
替
え
に
か
か

る
費
用
は
無
料
で
す
。
取
替
委
託

業
者
（
名
札
・
腕
章
を
着
用
）
が

伺
い
ま
し
た
ら
、
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

10
月
の
メ
ー
タ
ー
取
替
予
定

取
替
地
区　
殿
町
・
琵
琶
町
・
栄

町
・
片
庭
町
・
港
町
・
真
光
町
・

元
浜
町
・
清
水
町
・
瀬
戸
見
町
・

生
湯
町
・
長
沢
町
・
浅
井
町
・

杉
戸
町
・
野
原
町
・
原
井
町
・

笠
柄
町
・
熱
田
町
・
長
浜
町
の

該
当
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー

取
替
委
託
業
者

　

浜
田
市
水
道
事
業
協
同
組
合

取
替
地
区　
弥
栄
町
の
該
当
す
る

水
道
メ
ー
タ
ー

取
替
委
託
業
者　
未
定

問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

水
道
メ
ー
タ
ー
の

定
期
取
替
え
を
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
、「
浜
田
市
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
（
事
務
事
業

編
）」
に
よ
り
、
自
ら
の
事
務
及

び
事
業
に
関
し
て
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
削
減
な
ど
の
取
組
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
毎
年
度
、
取
組
結
果

を
調
査
・
評
価
し
、
必
要
に
応
じ

て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

対
象
施
設　

市
管
理
の
全
施
設

（
指
定
管
理
・
委
託
な
ど
を
含

む
。）・
全
部
局
（
市
長
部
局
・

教
育
部
局
・
水
道
部
局
）

対
象
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス

　

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）

計
画
期
間

　

平
成
23
年
度
～
27
年
度

数
値
目
標　
５
か
年
で
５
％
削
減

基
準
年
度　
平
成
22
年
度

※　

比
較
の
た
め
、
二
酸
化
炭
素

排
出
係
数
は
基
準
年
度
の
係
数

を
継
続
し
て
使
用
し
ま
す
。

達
成
状
況　
基
準
年
度
と
の
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　

６
・
７
％
減

※　

こ
れ
は
、
３
kw
の
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
６
２
９
軒
に
設

置
し
た
こ
と
に
相
当
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

募
集
期
間

　

10
月
１
日
㈫
～
10
日
㈭

抽
選
日　
10
月
中
旬

入
居
時
期　
11
月
上
旬

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た

な
い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で

の
間
に
入
居
の
申
込
み
を
随
時

受
け
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w
w
.ham

adadoken.
jp/bk.s.ham

adasieijyuutaku.
htm

l

　

金
城
自
治
区
内
の
神
楽
社
中
に

よ
る
石
見
神
楽
上
演
を
行
い
ま
す
。

日
程

10
月
４
日
㈮　

今
福
神
楽
社
中

　
　

５
日
㈯　

下
来
原
西
組
神
楽
社
中

　
　

11
日
㈮　

追
原
神
楽
保
存
会

　
　

12
日
㈯　

青
原
神
楽
社
中

　
　

13
日
㈰　

上
来
原
神
楽
社
中

　
　

18
日
㈮　

追
原
神
楽
保
存
会

　
　

19
日
㈯　

若
林
神
楽
社
中

　
　

25
日
㈮　

波
佐
常
盤
倶
楽
部
社
中

　
　

26
日
㈯　

追
原
神
楽
保
存
会

時
間

　

午
後
８
時
30
分
～
９
時
30
分

場
所　
美
又
温
泉
会
館
２
階

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

金
城
支
所
産
業
課
商
工
観
光
係

（
☎
�
１
２
３
３
）

　

市
で
は
、
森
林
所
有
者
に
よ
る

林
地
残
材
の
出
荷
を
支
援
す
る
林

地
残
材
有
効
活
用
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
安
全
に
木
材
生
産
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
集
材
の

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
13
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

集
合
場
所　
弥
栄
ふ
る
さ
と
体
験

村
実
習
場
所　
笠
松
市
民
の
森

内
容　
集
材
の
実
習

申
込
締
切
日　
10
月
４
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
書
（
本
庁
農
林

課
及
び
各
支
所
産
業
課
に
あ
り

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
ヘ
ル
メ
ッ

ト
・
作
業
手
袋
・
そ
の
ほ
か
作

業
に
必
要
な
も
の
（
山
林
で

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
が
で
き
る

服
装
・
靴
な
ど
）・
雨
具
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係
【
〒
６
９

７
‐
８
５
０
１　

殿
町
１
番
地

（
☎
�
９
５
１
０
）】

　

各
支
所
産
業
課

　

地
域
材
を
活
用
し
た
木
造
住
宅

の
新
築
・
改
築
、
内
装
・
外
装
の

木
質
化
工
事
、
木
材
製
品
な
ど
の

購
入
の
際
に
、
木
材
利
用
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
し
、
地
域
の
農
林
水
産

品
や
商
品
券
な
ど
と
交
換
で
き
る

制
度
で
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
発
行
の
申
請
期
間
は
、

平
成
26
年
７
月
31
日
㈭
ま
で
で
す
。

こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
浜
田
市
共
通

商
品
券
と
も
交
換
で
き
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
発
行
の
対
象
と
な
る

工
事
や
木
材
製
品
、
申
請
方
法
な

ど
詳
し
く
は
、
木
材
利
用
ポ
イ
ン

ト
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://m
okuzai-points.jp/

問
い
合
わ
せ
先

　

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
務
局

（
☎
０
５
７
０
‐
６
６
６
‐
７

９
９
）

　

Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合

（
☎
０
３
‐
６
７
０
１
‐
３
２

７
０
）

平成22年度
（基準年度) 平成24年度

二酸化炭素
排出量（t-CO₂） 18,562 17,323

基準年度との
増減（t-CO₂） － ▲1,239

基準年度との
増減（％） － ▲6.7％

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

達
成
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す

住
宅

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

産
業
・
地
域
活
性
化

美
又
温
泉
ま
つ
り
・
石
見
神
楽

定
期
公
演
を
開
催
し
ま
す

林
地
残
材
有
効
活
用
事
業

研
修
会
を
開
催
し
ま
す

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
制
度
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
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安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療
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金

教
育
・
文
化

ス
ポ
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生
活
・
環
境
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宅
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権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

新
増
築
家
屋
の
調
査

調
査
内
容　
家
屋
の
部
材
の
種
類

や
設
備
、
そ
れ
ら
の
使
用
面
積

や
数
量
の
確
認

調
査
時
間　
概
ね
１
時
間
程
度

※　

家
屋
の
平
面
図
や
仕
上
表
と

認
印
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

調
査
の
際
に
、
固
定
資
産
税

の
特
例
や
軽
減
措
置
、
所
得
税

の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

家
屋
の
現
況
調
査

　

市
で
は
、
新
増
築
家
屋
の
調
査

と
は
別
に
、
適
正
で
公
平
な
課
税

を
目
的
と
し
て
、
課
税
さ
れ
て
い

な
い
家
屋
や
解
体
の
届
出
が
な
い

ま
ま
課
税
さ
れ
て
い
る
家
屋
が
な

い
か
な
ど
の
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

調
査
は
、
市
が
委
託
し
た
事
業

者
の
調
査
員
（
２
人
１
組
）
が
行

い
ま
す
。
調
査
員
は
、
市
が
発
行

し
た
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い

ま
す
の
で
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

現
在
、
市
内
に
家
屋
を
新
築

し
て
お
り
、
今
年
中
に
完
成
予

定
で
す
。
完
成
後
、
市
役
所
の

人
が
調
査
に
来
る
そ
う
で
す
が
、

ど
ん
な
こ
と
を
調
べ
る
の
で
す

か
。

Ａ　

固
定
資
産
税
を
計
算
す
る
た

め
に
、
税
務
課
の
職
員
が
家
屋

の
調
査
を
し
ま
す
。

Ｑ　

現
在
、
市
内
に
あ
る
家
屋
を

解
体
す
る
予
定
で
す
。解
体
後
、

ど
の
よ
う
な
手
続
が
必
要
で
す

か
。

Ａ　

本
庁
税
務
課
又
は
各
支
所
市

民
福
祉
課
へ
解
体
届
を
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
�
９
２
３
３
）

　
「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク

ス
）」
は
、
全
国
の
地
方
公
共
団

体
が
共
同
で
運
営
す
る
地
方
税
の

総
合
窓
口
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
す
る
と
、

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
や
法
人

市
民
税
の
申
告
な
ど
、
地
方
税
に

関
す
る
手
続
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
利
用
手
続
や
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

http://w
w
w
.eltax.jp/

問
い
合
わ
せ
先

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

（
☎
０
５
７
０
‐
０
８
１
４
５

９
）

Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合

（
☎
０
４
５
‐
７
５
９
‐
３
９

３
１
）

利
用
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
９
時
（
土
・
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
。）

～
子
ど
も
た
ち
に

　
　
　
　
家
庭
の
ぬ
く
も
り
を
～

　

様
々
な
事
情
で
、
家
族
と
一
緒

に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
こ
う
し
た

子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
に
迎
え

入
れ
、
家
庭
的
な
環
境
の
中
で
愛

情
を
込
め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る

人
を
里
親
と
言
い
ま
す
。

　

里
親
の
家
庭
で
愛
情
に
包
ま
れ

て
家
族
の
一
員
と
し
て
暮
ら
す
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
１
人
の
人

間
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、
愛
さ
れ

て
い
る
と
い
う
感
覚
を
持
ち
な
が

ら
育
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

～
あ
な
た
に
も

　
　
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
～

　

里
親
に
は
、
子
ど
も
が
親
と
一

緒
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
養
育
す
る
「
養
育
里
親
」、
養

子
縁
組
に
よ
り
養
親
と
な
る
こ
と

を
希
望
す
る
「
養
子
縁
組
里
親
」

が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
好
き
で
、
愛
情
と
熱

意
を
持
っ
て
真
心
を
込
め
て
養
育

し
て
も
ら
え
る
人
、
ま
た
１
泊
２

日
や
１
週
間
、
１
か
月
間
と
い
っ

た
短
期
間
の
養
育
を
し
て
も
ら
え

る
人
も
求
め
て
い
ま
す
。

　

里
親
に
な
る
た
め
に
特
別
な
資

格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
必
要

な
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
、
里
親

を
希
望
す
る
人
と
そ
の
同
居
人
が

欠
格
事
由
に
該
当
し
な
い
こ
と
、

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
な
い
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
児
童
相
談
所

（
☎
�
３
５
６
０
）

　

毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の

日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児
童
福
祉

週
間
」
と
定
め
て
、
児
童
福
祉
の

理
念
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
の
各

種
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
児
童
福
祉
週
間

に
向
け
て
、
標
語
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
こ

ど
も
未
来
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
日　
10
月
21
日
㈪

応
募
内
容　
元
気
で
頑
張
る
子
ど

も
た
ち
を
応
援
す
る
標
語
や
未

来
に
向
け
て
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
標
語

問
い
合
わ
せ
先

一
般
財
団
法
人
こ
ど
も
未
来
財

団
研
修
調
査
部
標
語
募
集
係

（
☎
０
３
‐
５
５
１
０
‐
１
８

３
３
）

http://w
w
w
.kodom

om
iraizaidan.

or.jp/

税
務
・
納
税

家
屋
の
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

市
税
の
電
子
申
告
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い

子
育
て

10
月
は
里
親
月
間
で
す

児
童
福
祉
週
間
の
標
語
を

募
集
し
て
い
ま
す
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コラムコラム子 育 て

子どもを感染症から守るために
　予防接種は、子ども自身が免疫をつくって病
気を予防するのに役立ちます。感染症の中には
かかると重症化したり、後遺症が残ったり、と
きには命にかかわる病気もあります。予防接種
で免疫をつけ、感染症にかからないようにしま
しょう。
日本脳炎予防接種について
　日本脳炎は、人から直接ではなく、ブタなど
の体内で増えた日本脳炎ウイルスが蚊によって
媒介され感染する病気です。感染者のうち100
人から1,000人に１人が脳炎を発症し、そのう
ち約20％から40％程度の割合で命を落とすこと
があります。また、神経の後遺症を残すことも
多い病気です。
　定期予防接種対象者となる３歳から７歳半未
満の子どもは第１期（３回）、９歳以上13歳未
満の子どもは第２期（１回）の予防接種を受け
ましょう。
日本脳炎の予防接種の機会を逃した人は
　日本脳炎の予防接種は、接種後に重い病気に
なった事例があったことから、平成17年度から
21年度まで積極的な接種勧奨が控えられていま
した。平成７年４月２日から平成19年４月１日
生まれの人は接種回数が不足している場合があ
ります。母子手帳を確認し接種が完了していな

い場合は、20歳になるまでの間に不足分を無料
で接種することができます。
麻しん風しん予防接種について
　麻しんは感染力が強く、予防接種を受けない
と、多くの人がかかる病気です。
　また、風しんが全国的に流行しており、特に
予防接種の機会がなかった20歳から40歳代の男
性がかかる場合が多いようです。妊娠中の女性
が風しんに感染すると、生まれてくる子どもが
先天性風疹症候群（白内障・先天性疾患・難聴
など）になることがあります。
　定期予防接種対象者となる満１歳以上２歳未
満の子ども、小学校入学前（平成19年４月２日
～平成20年４月１日生）の子どもは、ＭＲ（麻
しん風しん）予防接種を受けましょう。
　定期予防接種対象者以外の人でも、自分と家
族、周りの人を風しんから守るために、風しん
の予防接種を任意で受けることができます。風
しんワクチンを接種していない人や１回接種だ
けの人は、麻しんワクチンの接種回数も不十分
で、麻しんに対する免疫も弱いことが多いため、
ＭＲ予防接種をお勧めします。なお、任意の予
防接種費用は自己負担となりますので、かかり
つけ医にご相談ください。

（金城支所市民福祉課）

※　次回11月号は、『健康』についてのコラムを掲載します。

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
と
そ
の

予
備
群
と
な
る
人
を
早
期
に
発
見

し
、
改
善
の
指
導
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣

病
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
特
定

健
診
を
受
け
、
現
在
の
健
康
状
態

を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　
今
年
度
40
歳
以
上
74
歳

以
下
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

※　

社
会
保
険
加
入
者
な
ど
は
、

持
っ
て
い
る
保
険
証
の
と
こ
ろ

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

75
歳
以
上
の
人
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
で
健
康
診
査
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
診
期
間　
11
月
30
日
㈯
ま
で

受
診
料　
平
成
25
年
か
ら
27
年
の

３
年
間
は
健
診
費
用
は
無
料
で

す
（
無
料
で
健
診
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
年
１
回
の
み

で
す
）。

受
診
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券

※　

受
診
券
が
な
い
場
合
は
、
再

発
行
し
ま
す
。

検
査
項
目

基
本
的
な
健
診　
問
診
・
身
体
計

測
・
診
察
・
血
圧
測
定
・
尿
検

査
・
脂
質
検
査
・
肝
機
能
検
査
・

尿
酸
検
査
・
腎
機
能
検
査
（
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
）・
血
糖
検
査

詳
細
な
健
診　
貧
血
検
査
・
心
電

図
検
査
・
眼
底
検
査

※　

眼
底
検
査
は
、
医
師
が
必
要

と
認
め
た
人
の
み
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

　

難
病
と
は
、
原
因
不
明
で
治
療

方
法
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、
生
活

面
で
の
長
期
に
わ
た
る
支
障
が
あ

る
病
気
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

浜
田
・
江
津
地
域
で
も
難
病
で

苦
し
ん
で
い
る
患
者
が
お
ら
れ
ま

す
。
難
病
患
者
・
家
族
の
人
が
、

少
し
で
も
安
心
し
て
地
域
で
生
活

で
き
る
よ
う
、
正
し
い
知
識
を
身

に
付
け
ま
し
ょ
う
。

１
回
目

日
時　
11
月
18
日
㈪　

午
前
10
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分

講
演　
難
病
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
識
と
理
解

予防接種を受けましょう！

健
康
・
福
祉

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を

開
催
し
ま
す
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講
師　
山
下
一
也
さ
ん
（
島
根
県

立
大
学
副
学
長
）

２
回
目

日
時　
11
月
27
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
話　
し
ま
ね
難
病
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
の
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
期
待
す
る
こ
と

体
験
発
表

　

患
者
の
立
場
・
家
族
の
立
場

３
回
目

日
時　
12
月
４
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

内
容

・
難
病
患
者
の
療
育
支
援
に
つ
い

て
の
説
明

・
難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流

共
通
事
項

場
所　
浜
田
合
同
庁
舎
会
議
室

申
込
締
切
日　
11
月
６
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病
支
援

課
（
☎
�
５
５
５
４
）

　11月以降のがん検診日程は、「平成25年度各種健
（検）診日程表」をご覧ください。
※　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種
がん検診を、無料で受診することができます。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）

乳がん検診
対象　35歳以上の女性で、和暦で奇数年生まれの人及び
クーポン券が送付された人

※　予約が必要です（医療機関と検診車では、申込先が
異なりますので注意してください）。

【医療機関で受診する場合】
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間

平成26年２月28日㈮まで
【10月】　　　毎週月・水・金曜日
【11月～２月】毎週月・火・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場
浜
田

10月５日㈯
（休日検診）

9:00～11:30 市役所本庁駐車場13:00～15:00
金
城

10月20日㈰
（休日検診） 9:00～11:30 みどりかいかん

旭10月18日㈮ 9:00～11:30 旭保健センター13:00～15:00

三
隅

10月７日㈪ 9:00～11:00 みのり会館
13:00～15:00 白砂公民館

10月11日㈮ 9:00～11:30 岡見公民館
13:30～14:30 黒沢公民館

10月15日㈫ 9:00～11:30 三保公民館13:00～15:00
10月19日㈯

（休日検診）
9:00～11:30 三隅保健センター13:00～15:00

駅北医療フェスタに併せて乳がん検診を実施します
日時　10月27日㈰　午前10時～午後３時
場所　駅北医療フェスタ会場（浜田医療センター駐車場）
定員　30人　　申込期間　10月３日㈭～25日㈮
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を
受けられません。

・ペースメーカー装着者（装着側）
・妊娠中の人・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント） 

肺がん検診（予約不要）
【Ｘ線検査】対象　40歳以上
【喀痰検査】対象　50歳以上で次のいずれかに該当する人
　①喫煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が600以上の人
　②６か月以内に血痰があった人
※　65歳以上で、結核検診を受けていない人は肺がん検
診を受診してください。

実施日 受付時間 会　場
弥
栄10月21日㈪ 14:00～14:15 老人福祉センター

14:45～15:00 弥栄会館

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。
※　医療機関と検診車では、対象年齢が異なりますので
注意してください。

【検診車で受診する場合】
実施日 受付時間 会　場

浜
田

10月５日㈯
（休日検診）

9:30～11:30 市役所本庁駐車場13:00～15:00

金
城

10月16日㈬

9:00～　9:30 波佐公民館（ときわ会館）
10:00～10:20 小国公民館（おぐに会館）
10:45～11:00 かたらいの家
11:30～12:00 久佐公民館（くざ会館）
13:30～14:00 今福公民館（ふれあい会館）
14:30～14:50 小笹集会所

10月20日㈰
（休日検診） 9:00～11:30 みどりかいかん

三
隅

10月19日㈯
（休日検診）

9:30～11:30 三隅保健センター13:00～15:00

【医療機関で受診する場合】
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　平成26年２月28日㈮まで
受託医療機関　江木医院　　　　（☎�１１８１）
　　　　　　　中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療
　江木医院　　　　　10月25日㈮　17:00～19:00
　中山産婦人科医院　10月７日㈪　17:00～18:30
※　前日までに予約が必要です。

10月各種がん検診の日程
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移
植
医
療
は
、
医
療
者
と
患
者

だ
け
で
な
く
、
第
三
者
か
ら
の
善

意
に
よ
る
提
供
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

「
提
供
し
た
い
」「
提
供
し
た

く
な
い
」
ど
ち
ら
も
一
人
ひ
と
り

の
大
切
な
意
思
で
す
。
推
進
月
間

中
に
、
自
分
の
気
持
ち
、
大
切
な

家
族
の
気
持
ち
を
、
家
族
で
話
し

合
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
は
、
臓

器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
、
運
転

免
許
証
・
健
康
保
険
証
の
裏
面
の

意
思
表
示
欄
に
記
入
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

し
ま
ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク

（
☎
０
８
５
３
�
２
５
５
６
）

幼
児
を
対
象
と
し
た
任
意
予
防
接

種
費
用
の
助
成

　

幼
児
を
対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
任
意
予
防
接
種
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　
平
成
19
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
25
年
１
月
31
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

※　

接
種
日
に
１
歳
以
上
が
対
象

者
と
な
り
ま
す
。

※　

対
象
者
に
は
、
お
知
ら
せ
と

助
成
券
を
送
付
し
ま
す
。

対
象
期
間　
10
月
１
日
㈫
～
平
成

26
年
１
月
31
日
㈮

助
成
額　
１
回
１
、
０
０
０
円

※　

１
人
最
大
２
回
分
の
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

各
支
所
市
民
福
祉
課

高
齢
者
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
定
期
予
防
接
種

　

高
齢
者
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

・
65
歳
以
上
の
市
民

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
市
民
で

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫

機
能
障
害
が
あ
っ
て
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
相
当
の
人

※　

保
険
証
（
住
所
・
生
年
月
日

な
ど
を
証
明
す
る
も
の
）・
免

除
証
明
書
（
必
要
な
人
の
み
）・

身
体
障
害
者
手
帳
（
必
要
な
人

の
み
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
10
月
15
日
㈫
～
平
成

26
年
１
月
31
日
㈮

※　

開
始
時
期
は
、
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数　
１
回

接
種
料
金

・
在
宅
者
（
外
来
患
者
）

１
、
５
０
０
円

・
医
療
機
関
の
入
院
患
者
又
は
施

設
の
入
所
者　

１
、
０
０
０
円

・
生
活
保
護
受
給
者　
　
　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

接
種
を
希
望
す
る
人
へ

　

予
防
接
種
の
効
果
や
副
反
応
な

ど
十
分
に
理
解
し
た
上
で
、
接
種

す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
く
だ

さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
完

全
に
予
防
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
重
症
化
の
防
止
に
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

　

注
射
し
た
部
分
が
腫
れ
る
、
熱

が
出
る
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ま
れ

に
重
篤
な
症
状
（
脳
脊
髄
炎
な
ど
）

を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

接
種
実
施
医
療
機
関

　

下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※　

予
約
が
必
要
な
医
療
機
関
、

通
院
や
入
院
患
者
を
優
先
す
る

医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

実施医療機関一覧表 ◎は、事前に予約が必要です。
医療機関名 住所 電話番号 高齢者 幼児 医療機関名 住所 電話番号 高齢者 幼児

池田ひ尿器科皮ふ科医院 朝日町 �５３５３ ○ ◎ 西川胃腸科内科医院 相生町 �０１００ ◎
うのピアノクリニック 宇野町 �２６４６ ◎ ◎ 西川病院（注１） 港町 �２３９０ ◎
大石内科医院（注１） 黒川町 �０３１３ ○ 能美クリニック（注１）天満町 �３２３１ ◎
大橋整形外科神在坂クリニック 長沢町 �２１５０ ○ 浜田医療センター（注２）浅井町 �０５０５ ◎
小笠原耳鼻咽喉科医院 殿町 �４６１７ ◎ ◎ 半田医院 港町 �０２８８ ○ ◎
岡本胃腸科内科医院 長沢町 �５５５５ ○ 真鍋医院 国分町 �００３１ ○ ◎
沖田内科医院 蛭子町 �０７６７ ◎ 丸山内科クリニック 相生町 �１１１５ ○ ◎
沖田病院 殿町 �１５５５ ○ 三隅整形外科医院 治和町 �１５７７ ◎
笠田医院 牛市町 �１６２１ ○ ◎ 都医院 治和町 �０１００ ○ ◎
神田小児科医院 殿町 �０３１８ ◎ ◎ 彌重内科眼科医院 高田町 �１５２７ ◎ ◎
小池医院 日脚町 �１０２０ ◎ ◎ やすぎクリニック 下府町 �１９１１ ◎ ◎
さいとう小児科内科医院 朝日町 �０２２８ ◎ ◎ 金城沖田医院 金城町七条 �１８００ ○
さかね内科 殿町 �２２３４ ○ ◎ 国民健康保険波佐診療所 金城町波佐 �０００１ ◎ ◎
さわだこどもクリニック 国分町 �３７７７ ○ ◎ 国民健康保険あさひ診療所 旭町丸原 �０００２ ◎ ◎
島田病院 殿町 �２５１１ ◎ 酒井外科内科医院 旭町今市 �０２２２ ◎ ◎
すみれ小児科 熱田町 �１００６ ◎ 国民健康保険弥栄診療所 弥栄町木都賀 �５００１ ◎ ◎
国民健康保険大麻診療所 西村町 �００１４ ◎ ◎ 寺井医院 三隅町西河内 �００３８ ◎ ◎
心療内科田中クリニック 長沢町 �１６５０ ◎ ◎ 中村医院 三隅町三隅 �００２１ ◎ ◎
中村医院 片庭町 �１１８３ ○ 野上医院 三隅町三隅 �００３１ ○ ◎
中村胃腸科内科医院 笠柄町 �８０００ ○ 山根病院三隅分院 三隅町岡見 �４３４３ ◎
中村呼吸器内科医院 内村町 �４５９３ ◎ ◎ びおら小児科 江津市 0855�5355 ◎
中村整形外科 殿町 �３３２５ ◎ 上田医院 邑南町 0855�0070 ○
中山産婦人科医院（注１）殿町 �００７１ ◎
※　（注１）は、通院・入院患者のみ対象です。（注２）は、通院患者を優先します。実施人数の制限もあります。

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進

月
間
・
骨
髄
移
植
推
進
月
間

で
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

に
関
す
る
お
知
ら
せ
で
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

対
象
者　
将
来
就
業
を
希
望
す
る

看
護
職
員
な
ど

日
時　
10
月
９
日
㈬
・
11
月
13
日

㈬　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
看
護

情
報
の
提
供
な
ど

担
当
者　
就
業
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
で
著
し
く
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

９
月
ま
で

　

月
額
２
６
、
２
６
０
円

10
月
以
降

　

月
額
２
６
、
０
８
０
円

※　

施
設
に
入
所
し
て
い
る
又
は

病
院
に
継
続
し
て
３
か
月
以
上

入
院
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

※　

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る

援
護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

介
護
手
当
を
受
給
し
て
い
る
場

合
は
、
手
当
支
給
の
調
整
が
あ

り
ま
す
。

福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）
も
手

当
額
が
変
更
と
な
り
ま
す

９
月
ま
で

　

月
額
１
４
、
２
８
０
円

10
月
以
降

　

月
額
１
４
、
１
８
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
で
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

９
月
ま
で

　

月
額
１
４
、
２
８
０
円

10
月
以
降

　

月
額
１
４
、
１
８
０
円

※　

施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※　

対
象
者
が
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
け
て
い
る
場
合
で
も
、

重
度
（
１
級
）
障
が
い
児
童
の

う
ち
、
最
重
度
の
人
は
受
給
対

象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
や
精
神
に
中
度
以
上
の
障

が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

９
月
ま
で

・
重
度
（
１
級
）
障
が
い

　

月
額
５
０
、
４
０
０
円

・
中
度
（
２
級
）
障
が
い

　

月
額
３
３
、
５
７
０
円

10
月
以
降

・
重
度
（
１
級
）
障
が
い

　

月
額
５
０
、
０
５
０
円

・
中
度
（
２
級
）
障
が
い

　

月
額
３
３
、
３
３
０
円

※　

児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
又
は
障
が
い
を
理
由
と
し
た

公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※　

本
人
・
配
偶
者
又
は
扶
養
義

務
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
上
の
場
合
は
、
支
給
が
停
止

さ
れ
ま
す
。

※　

障
が
い
の
程
度
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課
障
が
い
福

祉
係
（
☎
�
９
３
２
２
）

　

各
支
所
市
民
福
祉
課

日
程　
10
月
７
日
㈪

場
所　
旭
中
学
校
体
育
館

講
演
会

時
間午

前
11
時
40
分
～
午
後
０
時
30

分
演
題　
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

講
師　
内
田
精
一
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
ま
ね
理
事

長
）
ほ
か

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
体
験

学
習

時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

問
い
合
わ
せ
先

　

旭
中
学
校
（
☎
�
０
０
７
６
）

　

人
権
意
識
の
高
揚
と
啓
発
に
活

用
す
る
た
め
、
人
権
尊
重
標
語
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容　

日
常
生
活
の
中
で
、

人
権
尊
重
の
精
神
を
強
く
訴
え

る
標
語

対
象　
市
内
在
住
の
人

※　

小
・
中
学
生
は
、
学
校
を
通

じ
て
作
文
や
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
除
き
ま
す
。

応
募
締
切
日

　

10
月
31
日
㈭
当
日
消
印
有
効

応
募
方
法　
は
が
き
に
標
語
（
１

人
３
点
以
内
）・
住
所
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
・
発
表　
入
賞
作
品
は
、
応

募
者
本
人
に
通
知
し
、
表
彰
し

ま
す
。
ま
た
、『
広
報
は
ま
だ
』

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表

し
ま
す
。

※　

作
品
は
、
未
発
表
の
自
己
作

品
に
限
り
ま
す
。

※　

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
作
品
の
著
作
権
は
浜
田
市

に
帰
属
し
、
啓
発
活
動
に
活
用

し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

殿
町
１
番
地（
☎
�
９
１
６
０
）】

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

人
権

人
権
講
演
会
・
車
椅
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
体
験
学
習
を

開
催
し
ま
す

人
権
尊
重
標
語
を

募
集
し
ま
す
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産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

　

９
月
28
日
は
、
い
じ
め
防
止
、

い
じ
め
の
早
期
発
見
な
ど
の
基
本

事
項
を
定
め
た
「
い
じ
め
防
止
対

策
推
進
法
」が
施
行
さ
た
日
で
す
。

　

松
江
地
方
法
務
局
と
島
根
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９
月

30
日
㈪
か
ら
10
月
４
日
㈮
ま
で
の

５
日
間
を
強
化
週
間
と
し
て
、
相

談
時
間
を
延
長
し
て
電
話
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

　

い
じ
め
や
、
学
校
や
家
族
の
こ

と
な
ど
、
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で

悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

電
話
番
号

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１

０
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※　

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
発
信
す
る
場

合
は
、
☎
０
８
５
２
�
７
８
６

　

７
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

期
間

　

９
月
30
日
㈪
～
10
月
４
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

料
金　
無
料

相
談
員　
法
務
局
職
員
又
は
人
権

擁
護
委
員

問
い
合
わ
せ
先

　

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

（
☎
�
０
９
５
９
）

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
26
年

４
月
に
小
学
校
入
学
予
定
の
子
ど

も
（
平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
20
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
）
の
健
康
診
断
を
各
小
学
校

で
実
施
し
ま
す
。

　
「
平
成
26
年
度
入
学
予
定
者
健

康
診
断
実
施
通
知
書
」
を
10
月
上

旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

10
月
16
日
㈬
ま
で
に
通
知
書
が

届
か
な
い
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
病
気
・
そ
の
ほ
か

の
事
情
で
就
学
が
困
難
な
場
合
も

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
学
校
教
育
課
学
事
保
健
係

（
☎
�
９
７
１
０
）

　

市
国
際
交
流
員
の
金き

む

恩お
ん

志じ

さ
ん

と
一
緒
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
韓
国
料
理
を
作
り
、
国
際
交
流

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
10
月
５
日
㈯

　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
５
０
０
円

（
会
員
１
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
10
月
３
日
㈭

　

簡
単
な
韓
国
語
が
分
か
る
人
、

基
本
フ
レ
ー
ズ
を
学
ん
で
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
国
際
交
流
員
の
金き

む

恩お
ん

志じ

さ
ん

と
、
韓
国
語
の
楽
し
さ
を
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
10
月
22
日
㈫
・
29
日
㈫
・

11
月
５
日
㈫
・
12
日
㈫
・
12
月

３
日
㈫
・
17
日
㈫
・
１
月
14
日

㈫
・
21
日
㈫
・
２
月
４
日
㈫
・

18
日
㈫

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
10
月
17
日
㈭

　

韓
国
語
の
基
礎
文
法
が
分
か

り
、
会
話
が
で
き
る
人
、
韓
国
語

で
も
っ
と
話
し
て
み
た
い
と
思
う

人
。
市
国
際
交
流
員
の
金き

む

恩お
ん

志じ

さ

ん
と
直
接
、
韓
国
語
会
話
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
10
月
23
日
㈬
・
30
日
㈬
・

11
月
６
日
㈬
・
13
日
㈬
・
12
月

４
日
㈬
・
18
日
㈬
・
１
月
15
日

㈬
・
22
日
㈬
・
２
月
５
日
㈬
・

12
日
㈬

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
10
月
17
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

小
学
校
入
学
児
童
の
健
康
診
断

通
知
書
を
送
付
し
ま
す

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
電
話
相
談
を
行

い
ま
す

韓
国
サ
ロ
ン

　

～
秋
の
味
覚
～

は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
！

韓
国
語
２
～
初
級
～

話
し
ま
し
ょ
う
！

韓
国
語
２
～
会
話
～
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　平成25年度の弥栄自治区成人式が８月15日㈭に弥栄会館で、三隅自治区成人式が８月14日㈬に三隅中央会館
で、それぞれ開催されました。

弥栄自治区の成人式には、新成人13人が出席しました。
式典では、来賓の皆さんからお祝いの言葉がありました。そ

の後、新成人を代表して出
で

江
え

敬
け い

太
た

さんが「弥栄が故郷であるこ
とを忘れず、いつまでも誇りをもち、郷土のために尽くしてい
きたい」と誓いの言葉を述べました。
式典終了後、中学校時代の恩師を囲み、郷土料理で会食をし、

久しぶりに会った仲間と、当時の懐かしい思い出を語り合いま
した。

謝辞を述べる出江敬太さん

懐かしの卒業文集一人ひとり読み上げました

謝辞を述べる武井志子さん

　三隅自治区の成人式には、新成人46人が出席しました。
　式典では、小学校時代の先生による呼名に続き、来賓からお
祝いと激励の言葉がありました。その後、新成人を代表し武

た け

井
い

志
ゆ き

子
こ

さんが「今日の成人式を大人の出発式とし、気持ちと行動
を切り替え、自分たちの未来に向かって人生を切り開いていこ
うと思います」と謝辞を述べました。
　式典後には浜田市出身のオペラ歌手・志田尾恭子さんの歌声
を鑑賞し、また、小・中学校時代の恩師からのビデオメッセー
ジが上映され、心に残る成人式となりました。

当時の先生から呼名をうけましたみんなで記念撮影

まちのわだい♥Town Topics

平成25年度 成人式（弥栄自治区・三隅自治区）

弥栄自治区成人式

三隅自治区成人式
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全国優勝した阿瀬川京香さん

　８月15日㈭、「お里帰り交流会 」が今福小学校で開催されま
した。この交流会は、お盆に帰省した皆さんと、地域の皆さん
との交流をとおして、ふるさとへの愛着をより深めてほしいと、
今福地区まちづくり推進委員会が初めて行いました。
　交流会では、連日の猛暑の中、少しでも涼を感じてもらおう
と、全長約70ｍのそうめん流しも行い、参加者は勢いよく流れ
るそうめんを上手にすくいながら、夏の風物詩を楽しんでいま
した。この日は石見神楽の上演もあり、帰省者は、ふるさとの
おもてなしを満喫した１日となりました。 70ｍのそうめん流し

宿題の後のすいかは最高

　「弥栄っ子夏合宿ｉｎ小角！」が、８月19日㈪から21日㈬の間
で行われました。この合宿は共同生活を通して、仲間をつくり、
学習能力を高め、将来自立することができる弥栄っ子に成長し
てほしいという思いで、安城公民館が毎年開催しています。
　今年は小学校１年生から中学校２年生まで19人が参加。島根
大学の先生や学生、スタッフから難しい宿題などを分かりやす
く教えてもらいました。
　宿題がなかなか終わらない子どももいましたが、最後はみん
なで川遊びをして合宿を締めくくりました。

　８月16日㈮・17日㈯の２日間、「第14回Ｂ＆Ｇ全国ジュニア
水泳競技大会」が東京都で開催されました。
　この大会には、浜田市三隅Ｂ＆Ｇ海洋センター所属の阿瀬川
京香さんが出場し、中学女子100ｍ自由形の部において大会新
記録で優勝しました。
　現在、阿瀬川さんは中学校３年生で、泳ぐたびに記録を塗り
替えており、今後の活躍が期待されています。優勝した阿瀬川
さんは、スイマーの聖地とも言われる「東京辰巳国際水泳場」
で行われた第68回国民体育大会にも出場しました。

　８月15日㈭、「第27回弥栄ふるさとまつり」が開催されました。
　この日は、浜田ＰＲ大使の山﨑悌

て い

史
じ

さんの歌謡ショーのほか、
田ばやしや地元グループによるイベントや、石見神楽が上演さ
れました。このほかにも、今年で７回目となる俵投げ大会や、
初参加となった「今福優と石見の風」による和太鼓ショー、ふ
れあいコーナーでの地元集落などの出店もあり盛りだくさんの
内容でした。
　まつりの直前に雨が降り心配されましたが、会場には町内外
から訪れた人たちで盛り上がり、笑顔でいっぱいになりました。元気な踊りで会場を盛り上げました

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

やさか

かなぎ

夏休みもあと少し！ラストスパート！
～ 夏休み宿題追い込み強化合宿 ～

未来のオリンピック選手に！
～ Ｂ＆Ｇ全国ジュニア水泳競技大会 ～

みすみ

かなぎ地域あげての“おもてなし”
～ 今福地区 お里帰り交流会 ～

今年も盛大に開催しました！
～ 第27回弥栄ふるさとまつり ～

やさか

やさか
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　８月14日㈬、今年度で閉校を迎える市木小学校で、保管され
ていたタイムカプセルが取り出されました。このタイムカプセ
ルは平成13年３月に作成し、書初めや作文などを１ｍ角の木箱
に入れ、同校で大切に保管されていたものです。
　この日は、当時の在校生や教員、合計17人が集まり、思い出
の品々を取り出し、未来の自分や友人に宛てたビデオレターを
鑑賞して、思い出話に花を咲かせていました。当時校長だった
藤田孝幸さんは「12年前に思い描いた自分に負けないように、
前向きな気持ちで頑張ってほしい」と話していました。 思い出の品々を取り出す参加者

うまく渡りきれるかな？

　８月11日㈰、「かっぱランド夏祭り 」が三隅町下古和の黒沢
公民館周辺で開催されました。
　このイベントは昼と夜の２部構成で、第１部では昔の子ども
の夏休みを再現した遊びや川での遊泳、魚釣りなどを体験しま
した。また、たたみを川に浮かべその上を走って渡るといった
一風変わった遊びもありました。
　第２部では、手作りの舞台上でバンド演奏や神楽、そして地
元の有志で復活した「南小太鼓」などが披露され、大人も子ど
もも夏休みをおおいに満喫しました。

　８月４日㈰、第57回島根県消防操法大会が江津市で開催され
ました。浜田市消防団からポンプ車の部で旭消防隊、小型ポン
プの部で浜田消防隊石見分団の皆さんが出場しました。
　出場した選手の皆さんは、連日の猛暑の中厳しい練習を積み
重ね、その成果を遺憾なく発揮しました。

【成績】　ポンプ車の部　　旭消防隊　　　　　　第７位
　　　　　小型ポンプの部　浜田消防隊石見分団　第９位

旭消防隊の放水の様子

上流の滝を目指して沢を登りきったよ

　「夏休み！ふるさと体験・友だちづくり活動」が、８月７日
㈬から９日㈮の間で行われました。
　今年は、浜田市・江津市の小学校５・６年生47人が参加して、
地元の豊かな自然や人々との触れ合いを通じて「ふるさとの魅
力」「仲間づくり」「ふるまいの大切さ」を学びました。
　子どもたちは、あいさつや片付け、お世話になった人へのお
礼など、「ふるまい」を大切にしながら、農家に泊まったり、
段ボールそり・沢登りといった自然体験をしたりして、夏休み
の楽しい思い出をたくさんつくりました。

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

思い出の品々を懐かしむ
～ 市木小学校タイムカプセル開封 ～

あさひ

みすみ思い出に残る夏休みに
～ 第3回かっぱランド夏祭り ～

練習の成果を発揮しました
～ 島根県消防操法大会出場 ～

夏休みにふるさとの良さを発見
～ 浜田広域圏子ども交流事業 ～
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中央図書館　☎�０４８０
金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８
三隅図書館　☎�０３３８

　

ラ
ブ
ッ
ク
号
の
運
行
を
10
月
か

ら
再
開
し
ま
す
。

　

巡
回
コ
ー
ス
や
訪
問
日
時
な
ど

は
、「
は
ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」

又
は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

金
城
図
書
館

★
お
は
な
し
会

日
時　
10
月
４
日
㈮

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

　

今
月
か
ら
、
紛
失
な
ど
の
理
由

に
よ
り
利
用
者
カ
ー
ド
を
再
発
行

す
る
場
合
は
、
１
０
０
円
の
実
費

負
担
と
な
り
ま
す
。
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
利
用
者
カ
ー
ド
は
、
図

　

９
月
か
ら
中
央
図
書
館
駐
車
場

は
、
図
書
館
利
用
以
外
で
利
用
し

た
場
合
、
有
料
と
な
り
ま
し
た
。

　

図
書
館
利
用
者
は
、
館
内
総
合

カ
ウ
ン
タ
ー
に
あ
る
「
割
引
処
理

機
」
で
、
駐
車
券
の
割
引
認
証
を

受
け
る
と
無
料
に
な
り
ま
す
の
で
、

図
書
館
を
利
用
し
た
と
き
は
、
忘

れ
ず
に
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
映
画
会
を
開
催
し
ま
す

●
子
ど
も
映
画
会

日
時　
10
月
20
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

タ
イ
ト
ル　
七
つ
の
海
の
テ
ィ
コ

●
図
書
館
シ
ネ
マ

日
時　
10
月
27
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

タ
イ
ト
ル　
ラ
イ
ヤ
ー
ラ
イ
ヤ
ー

　

中
央
図
書
館
で
は
、
11
月
に
開

催
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
市
に
向
け
て
、

無
償
提
供
し
て
も
ら
え
る
図
書
を

集
め
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
本
を
有

効
活
用
さ
せ
ま
せ
ん
か
。

募
集
期
間

　

10
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

受
付
場
所　
中
央
図
書
館

中
央
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日

　

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
日

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
図
書

館開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

　

読
書
会
で
は
、
歴
史
探
訪
の
旅

と
し
て
広
島
県
三
原
市
の
佛
通
寺
、

三
原
城
跡
な
ど
、
郷
土
史
家
の
案

内
で
訪
ね
ま
す
。

日
時　
10
月
23
日
㈬

　

午
前
７
時
出
発

参
加
料　
７
、
８
０
０
円
（
貸
切

バ
ス
・
昼
食
代
込
み
）

定
員　
先
着
20
人

応
募
締
切
日　
10
月
12
日
㈯

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
先　
中
央
図
書
館

（
☎
�
０
４
８
０
）

書
館
の
全
館
（
移
動
図
書
館
を
含

む
。）
で
使
用
で
き
ま
す
。

場
所　
児
童
書
絵
本
コ
ー
ナ
ー

旭
図
書
館

★
ぶ
っ
く
ん
の
お
は
な
し
タ
イ
ム

日
時　
10
月
２
日
㈬

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
コ
ー
ナ
ー

※　

毎
月
第
１
水
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

三
隅
図
書
館

★
お
は
な
し
会

日
時　
10
月
12
日
㈯

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

★
ぺ
た
ぺ
た
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

　
「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お

は
な
し
の
へ
や
に
あ
る
パ
ネ
ル
の

飾
り
付
け
を
し
ま
す
。

受
取
り
で
き
な
い
資
料

辞
書
・
百
科
事
典

※　

本
は
、
内
容
が
確
認
で
き
る

よ
う
、
袋
か
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
な

ど
に
入
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※　

提
供
図
書
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
当
館
へ
の
一
任
を
お
願

い
し
ま
す
。

「読む」と「書く」上橋菜穂子著　講談社

　「獣の奏者」の著者が、初めて語る10代の若者への読書論。子ど
もに向けて、読書体験が導いてくれるもの、書くという行為が生み
出すものを伝えます。どうやって作家になったのか、子どもの頃か
らの自身の体験を振り返りながら、「書く」ということがもつ意味
を伝えます。

図書館情報

読
書
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

★
秋
の
歴
史
探
訪
の
旅
の

　

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

不
要
な
本
を
無
償
提
供

し
て
く
だ
さ
い

分
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

全
館
共
通
の
お
知
ら
せ

★
移
動
図
書
館
ラ
ブ
ッ
ク
号

　

の
運
行
を
再
開
し
ま
す

中
央
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

★
利
用
者
カ
ー
ド
の
再
発
行

　

は
、
１
０
０
円
の
実
費
負

　

担
と
な
り
ま
す

おすすめの一冊！
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①
連
携
し
な
が
ら
ワ
ク
ワ
ク
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

10
月
16
日
㈬

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
藤
田
貴
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
て
ご
ね
っ
と
石
見
事
務
局

長
）

②
イ
ン
ド
・
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
に
お

け
る
企
業
の
展
開
～
島
根
県
立

大
学
海
外
企
業
研
修
の
経
験
か

ら
～

　
10
月
23
日
㈬

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
久
保
田
典
男
さ
ん
（
浜
田

キ
ャ
ン
パ
ス
准
教
授
）

③
ふ
る
さ
と
（
地
方
）
を
変
え
る

の
は
君
達
だ
！！

　

11
月
６
日
㈬

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
横
田
学
さ
ん
（
島
根
県
産

業
人
材
育
成
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）

場
所　
島
根
県
立
大
学
講
義
・
研

究
棟
中
講
義
室
３

問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
連
携
課

（
☎
�
２
３
９
６
）

講
師　
木き

村む
ら

秀し
ゅ
う

史し

　

島
根
県
立
大
学
総
合
政
策
学
会
で

は
、
各
界
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
文
化
人
・
経
済
人
な
ど
を
講
師

に
迎
え
、
教
員
・
学
生
は
も
と
よ
り

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
講
演

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時　
10
月
30
日
㈬

　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

講
師　
西に

し

谷た
に

敏さ
と
し

さ
ん
（
大
阪
市
立
大

学
法
学
部
名
誉
教
授
）

演
題　
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
若
者
の
雇

用
問
題

場
所　
島
根
県
立
大
学
講
堂

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
調
整
室

（
☎
�
２
２
０
１)

　

社
会
人
を
対
象
と
し
た
総
合
政
策

学
部
総
合
政
策
学
科
の
特
別
選
抜
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

　

出
願
手
続
や
試
験
科
目
は
、
募
集

要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間　
11
月
１
日
㈮
～
７
日
㈭

選
抜
期
日　
11
月
23
日
㈯

問
い
合
わ
せ
先

　

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

（
☎
�
２
２
０
３
）

　

県
立
大
学
で
は
、
教
育
の
一
層
の

充
実
を
図
る
た
め
、「
島
根
県
立
大

学
未
来
ゆ
め
基
金
」
を
設
置
し
、
基

金
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
も
ら
え
る
個

人
・
法
人
・
団
体
な
ど
か
ら
寄
附
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
金
は
、
学
生
の
海
外
研
修

及
び
海
外
留
学
に
対
す
る
支
援
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
地
域
貢

献
活
動
に
対
す
る
支
援
な
ど
に
有
効

に
活
用
し
ま
す
。

　

こ
の
基
金
を
活
用
し
、新
た
に「
海

外
留
学
奨
学
金
」を
４
月
に
創
設
し
、

こ
の
８
月
よ
り
学
生
５
人
が
、
ア
メ

リ
カ
の
２
大
学
（
ミ
ネ
ソ
タ
州
立
大

モ
ア
ヘ
ッ
ド
校
・
セ
ン
ト
ラ
ル
ワ
シ

ン
ト
ン
大
学
）
で
１
年
間
学
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

寄
附
の
方
法
な
ど
を
記
載
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
市
役
所
本
庁
や
各
支

所
自
治
振
興
課
に
置
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
郵
送
も
し
ま
す
の
で
、
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

基
金
設
置
の
趣
旨
に
ご
理
解
い
た

だ
き
、
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
県
立
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
課
（
☎
�
２
２
１
８
）

　

は
じ
め
ま
し
て
。
島
根
県
立
大
学

の
新
任
教
員
の
木
村
秀
史
と
申
し
ま

す
。
新
潟
県
出
身
で
す
。

　

担
当
科
目
は
「
国
際
金
融
論
」「
金

融
経
済
論
」「
世
界
経
済
論
」
な
ど

で
す
。

　

研
究
テ
ー
マ
は
「
発
展
途
上
国
の

通
貨
統
合
」
と
い
う
こ
と
で
、
主
に

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
な
ど
の
中
東
産
油

国
の
通
貨
統
合
計
画
に
つ
い
て
、
欧

州
の
共
通
通
貨
「
ユ
ー
ロ
」
と
比
較

し
な
が
ら
研
究
し
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
東
ア
ジ
ア
地
域
で
の
金
融
協

力
・
通
貨
協
力
に
関
す
る
研
究
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

浜
田
は
新
潟
と
同
じ
日
本
海
側
と

い
う
こ
と
で
親
し
み
を
感
じ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
西
日
本
で
暮
ら
す
の
は

初
め
て
の
経
験
な
の
で
、
何
も
か
も

が
新
鮮
で
す
。
ど
こ
に
行
く
に
も
新

し
い
発
見
が
あ
っ
て
毎
日
が
冒
険
の

よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
浜
田
の
皆
さ
ん
と

も
積
極
的
に
交
流
し
て
も
っ
と
多
く

の
浜
田
を
発
見
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

浜田キャンパス

マスコットキャラクター
オロリン
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vol.120
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

学
部
社
会
人
入
試
募
集

｢

未
来
ゆ
め
基
金｣

に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
特
別
講
演
会
」
の
ご
案
内

公
開
講
座
の
ご
案
内
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✚ 　

石
正
美
術
館
で
は
、
二
つ
の
特
別

展
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
館
の
「
石
本
正　

対
象
か
ら
の

誘
惑
」
展
で
は
、
今
年
93
歳
を
迎
え

た
日
本
画
家
・
石
本
正
（
三
隅
町
出

身
）
が
昨
年
描
き
上
げ
た
新
作
約
25

点
を
、
70
年
余
の
画
業
を
振
り
返
る

代
表
作
と
と
も
に
公
開
し
ま
す
。

　

彼
の
新
作
は
、
以
前
に
比
べ
て
色

使
い
が
よ
り
感
情
的
に
な
り
、
人
物

や
鳥
、
花
や
樹
の
表
情
に
も
人
間
的

な
温
か
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
る

で
描
く
対
象
へ
の
愛
情
が
に
じ
み
出

て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　

新
館
の
「
石
本
正 

素
描
の
魅
力
」

展
で
は
、
石
本
芸
術
の
源
と
も
言
え

る
素
描
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

　

二
つ
の
展
覧
会
を
通
し
て
、
画
家

の
描
く
対
象
へ
そ
そ
ぐ
真
摯
な
視
線

や
愛
情
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

会
期　
10
月
５
日
㈯
～
12
月
１
日
㈰

料
金

　

一
般　
　

７
０
０
円（
６
０
０
円
）

　

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

前
売
券
及
び
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

（
Ｌ
コ
ー
ド
６
７
４
９
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
円

※　

毎
月
第
３
日
曜
日
に
家
族
で
来

館
さ
れ
た
入
場
者
の
う
ち
、
高
校

生
以
下
は
無
料
で
す
。

　《本館・新館展示室》
【本館】
特別展「石本正　対象からの誘惑」
【新館】
特別展「石本正　素描の魅力」
【本館・新館】
　10月５日㈯～12月１日㈰

《ギャラリー展示》
ロマンドール・ポルセレーヌ教室展
　10月５日㈯～14日㈷
岩田耕　裸婦絵画展－立ち向かってみ
た裸婦描画の15年－
　10月19日㈯～11月１日㈮

 《イベント情報》
ロマンドール体験教室
①10月６日㈰　午後１時～３時
②10月13日㈰　午後１時～３時
料金　２，０００円
第43回石本正絵画教室
　10月19日㈯・20日㈰
特別講演会「描く対象との対話
　　　　　　－石本正の『今』－」
　10月19日㈯　午前10時～11時30分
休館日のお知らせ
　月曜日（祝日は開館、翌日休館）
※　９月30日㈪～10月４日㈮は、展示
替えのため休館します。

　小嶋悠司先生は、京都市立芸術大学において石本に師事し、
以後、大学および創画会などでともに制作に励んできました。
　画家・石本正の姿を最も近くで見てきた先生に、石本作品・
素描についてエピソードなどをお話しいただきます。
日時　10月19日㈯　午前10時～11時30分
会場　石正美術館創作室
講師　小嶋悠司さん（日本画家・創画会会員　京都市立芸術
大学名誉教授）

　この教室は「気軽に、楽しんで」という石本の絵に対する
姿勢や喜びを、参加者の皆さんと一緒に楽しむ教室です。今
回は特別講演会講師の小嶋悠司先生も参加予定です。
内容　裸婦デッサン
日時　10月19日㈯・20日㈰
場所　石正美術館創作室
定員　先着30人（要予約）　料金　７ ，０００円

石本正「富美代のれん
に立つ豊千代」2012年

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
の
お
知
ら
せ

◎第４３回石本正絵画教室　参加者募集

◎特別講演会
「描く対象との対話　－石本正の『今』－」
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１０
月
の
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ト
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世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、「
第

45
回
浜
田
市
美
術
展
」
を
開
催
中
で

す
。
本
展
は
、
石
見
地
域
の
幅
広
い

世
代
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
書
・
絵
画
・

写
真
・
工
芸
な
ど
の
芸
術
作
品
を
紹

介
す
る
も
の
で
、
美
術
に
つ
い
て
の

関
心
を
深
め
、
芸
術
文
化
創
造
の
意

識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和

43
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
石
見
地
域
の
芸
術
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
（
入
場
無
料
）。

★
出
品
作
家
２に

ま
る
さ
ん
ご
う

０
３gow

さ
ん
に
よ

る
公
開
制
作
を
開
催
し
ま
す
。

◎
10
月
12
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
５
階
展
示
室

※　

ど
な
た
で
も
見
学
で
き
ま
す
が
、

観
覧
料
が
必
要
で
す
。

■
ゲ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
廃
品
で
魚
を
つ
く
ろ
う
》

◎
10
月
12
日
㈯

講
師　
富
田
菜
摘
さ
ん

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
編
み
ク
ラ
ゲ
を
つ
く
ろ
う
》

◎
10
月
13
日
㈰

講
師　
２
０
３gow

さ
ん

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
浮
沈
子
づ
く
り
》

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
の
魚
が
浮
き

沈
み
す
る
浮
沈
子
を
作
ろ
う
。

◎
10
月
14
日
㈷

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
び
っ
く
り
魚
の
貯
金
箱
》

　

お
金
が
消
え
ち
ゃ
う
？
ふ
し
ぎ
な

貯
金
箱
を
作
る
よ
。

◎
10
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

①
一
般
公
募
・
審
査
員
・
招
待
者
作

品
展

会
期　
10
月
６
日
㈰
ま
で

※　

６
日
㈰
は
、
午
後
３
時
ま
で

会
場　
全
館

②
児
童
・
生
徒
書
写
展

会
期　
10
月
11
日
㈮
～
16
日
㈬

※　

15
日
㈫
休
館
・
16
日
㈬
は
正
午

ま
で

会
場　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

③
児
童
・
生
徒
図
画
展

会
期　
11
月
１
日
㈮
～
６
日
㈬

※　

５
日
㈫
は
休
館
・
６
日
㈬
は
午

後
３
時
ま
で

会
場　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　

世
界
の
子
ど
も
た
ち
と
浜
田
に
ゆ

か
り
の
あ
る
作
家
が
描
い
た
魚
や
海

を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
を
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
、
現
代
美
術
作
家
の
巨
大

な
立
体
作
品
も
登
場
予
定
で
す
。

会
期　
10
月
12
日
㈯
～
11
月
17
日
㈰

《
海
の
コ
ル
ク
ボ
ー
ド
》

　

海
や
魚
を
モ
チ
ー
フ
に
、
コ
ル
ク

ボ
ー
ド
を
作
ろ
う
。

◎
10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

10
月
の
休
館
日

月
曜
日　
７
日
・
21
日
・
28
日

振
替
休　
15
日
㈫

展
示
替　
８
日
㈫
～
11
日
㈮ 海のコルクボード

昨年のワークショップ

富田菜
な つ

摘
み

さんの作品

昨年の会場風景

■
国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

今
年
も
11
月
２
日
㈯
か
ら
、
フ
ラ

ン
ス
か
ら
美
術
指
導
者
を
招
い
て
、

浜
田
の
子
ど
も
た
ち
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
始
ま
る
よ
。
異
文
化
と

の
出
会
い
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
斬
新
な

活
動
を
お
楽
し
み
に
！

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.202

有

料

広

告

第
45
回
浜
田
市
美
術
展

「
さ
か
な
展
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

さ
か
な
展
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日　
10
月
26
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

 

午
前
７
時
30
分
～
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
千
畳
苑
駐
車
場

清
掃
場
所　
国
分
海
岸
一
帯

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

　

４
４
‐
９
４
２
９
）
「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

総
合
開
会
式

日　
10
月
14
日
㈷

　

午
前
８
時
30
分
～

場　
石
見
武
道
館

※　

競
技
者
は
市
民
総
合
賠
償
保
険

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
各
競
技
担
当
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会場・競技事務局（連絡先）一覧表
競　　技 開催日　 会　　場 担当者 電話番号

ペタンク 10月８日㈫ ふれあい広場 田畑　鉄男 �０４７１

サッカー ①10月13日㈰
②10月20日㈰

①三隅中央公園
②市陸上競技場 河野　正雄 �７１７８

バレーボール ①10月13日㈰
②11月３日㈷

①原井小学校体育館
（小学生バレー）
②市民体育館（旭町）
（ソフトバレー）

金岡　敬子 �１８７３

陸上

10月13日㈰

市陸上競技場 斎藤　博之 �０１１９
バドミントン 三階小学校体育館 渡邉　祐二 �１５９５

ソフトボール 石見海浜公園
浜田東中学校 岡本　正友 �１４３０

水泳 浜田室内プール 江口　修吾 �０２３０（浜田室内プール）

野球

10月14日㈷

浜田市野球場
（準決勝・決勝） 中村　利男 �０９２３（浜田製菓㈲）

柔道 石見武道館 三浦　　貢 �００６２（三隅中学校）

バスケットボール 浜田高等学校体育館
長浜小学校体育館 齋藤　祥文 ０８５６�０５０４

（益田市立鎌手小学校）
卓球 ふれあいジム・かなぎ 後山　敦己 �７７２６

ソフトテニス
市庭球場
第一中学校
浜田高等学校（予定）

河上　康斉 �４３７５

ボウリング ボウルＪＡＣ
ボウルＪＡＣ
川崎・田中・
田原

�１１８６（ボウルＪＡＣ）

テニス 金城運動公園 長野　良子 �３３３８
ゲートボール 第一中学校校庭 江坂　大造 �１５１６
インディアカ 10月20日㈰ 原井小学校体育館 佐々木義博 �３６３４
グラウンドゴルフ 10月26日㈯ 弥栄運動広場 日原　政春 �３２６６
剣道 11月３日㈷

石見武道館
俵　　芳徳 �２１８１

レスリング 11月10日㈰ 岩群　幸雄 �６４６２
空手 11月24日㈰ 新森　信幸 �１０１１
カーリング １～３月予定 サン・ビレッジ浜田（予定） 野藤　　薫 090-4658-0867
スキー ２月上旬 大佐スキー場 竹田　進吾 �２６０６（有福小学校）

有

料

広

告

まちかど伝言板
募　

集

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

浜
田
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ

          　
　
大
会
参
加
者



29　　　広報はまだ：平成25年10月号

▢ＦＡＸ

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

大
型
バ
ス
で
行
く
「
太
宰
府
天
満

宮
と
九
州
国
立
博
物
館
」
へ
の
研
修

旅
行
を
企
画
し
ま
し
た
。

日　
11
月
４
日
（振）

集
合　
午
前
５
時
45
分

出
発　
午
前
６
時

集
合
場
所　
浜
田
公
民
館

場　
太
宰
府
天
満
宮
・
九
州
国
立
博

物
館
（
福
岡
県
）

定　
先
着
45
人

料　
４
、
０
０
０
円
（
朝
食
含
む
。）

※　

昼
食
代
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　
直
接
又
は
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

お
茶
・
お
や
つ
な
ど
必
要
な
も

の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
身
体
・
知

的
・
精
神
の
障
が
い
を
越
え
た
そ
れ

ぞ
れ
の
交
流
や
、
障
が
い
者
の
社
会

参
加
を
目
的
と
し
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
身

体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者
・

精
神
障
が
い
者
（
た
だ
し
、
学
生

は
除
く
。）

日　
11
月
９
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

受
付　
午
前
９
時
～

場　
ボ
ウ
ル
Ｊ
Ａ
Ｃ
（
浅
井
町
）

申
込
期
間

　

10
月
15
日
㈫
～
11
月
１
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
�
０
０

　

９
４
・
▢ＦＡＸ
�
６
９
３
０
）

　

あ
な
た
の
技
術
や
経
験
を
生
か
し

て
、
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
持
つ
人

青
年
海
外
協
力
隊

　

満
20
歳
～
満
39
歳

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

満
40
歳
～
満
69
歳

募
集
期
間　
10
月
１
日
㈫
～
11
月
５

日
㈫
当
日
消
印
有
効

応
募
方
法　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
所
定
の
応
募

書
類
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

現
職
参
加　
休
職
な
ど
に
よ
り
所
属

先
に
身
分
を
残
し
た
ま
ま
参
加
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
・
問　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
担
当
【
〒
７
３
９
‐
０
０

　

４
６　

東
広
島
市
鏡
山
３
‐
３
‐

　

１
（
☎
０
８
２
‐
４
２
１
‐
６
３

　

０
５
・　

０
８
２
‐
４
２
０
‐
８

　

０
８
２
）】

http://w
w
w
.jica.go.jp/volunteer/

application/
Em

ail:jicacic-jocv@
jica.go.jp

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

こ
ん
な
悩
み
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

全
く
パ
ソ
コ
ン
を
触
っ
た
事
が
な

い
・W

ord

やExcel

を
使
っ
た
事

が
な
い
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
知
識

に
自
信
が
な
い
…

　

基
本
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
講
習
を
進

め
、
再
就
職
す
る
人
、
転
職
を
希
望

の
人
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
初
め
て
の

人
ま
で
安
心
し
て
受
講
で
き
ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
、
雇
用
保
険
の

受
給
資
格
の
な
い
人

選
考
日　
10
月
31
日
㈭

　

午
前
10
時
～

選
考
場
所　
㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ

ソ
コ
ロ
浜
田
教
室

定　
12
人
（
応
募
状
況
に
よ
っ
て
は

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
・
資
格
試

験
取
得
費
用
な
ど
は
実
費
自
己
負

担
）

訓
練
期
間　
11
月
20
日
㈬
～
平
成
26

年
２
月
19
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
20
分

選
考
方
法　
面
接

※　

上
履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

合
否
の
結
果
は
11
月
６
日
㈬
に

本
人
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
10
月
25
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
書
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
又
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申　
㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ　

ソ
コ

ロ
浜
田
教
室
【
〒
６
９
７
‐
０
０

　

３
４　

相
生
町
３
９
０
５
】

※　

所
定
の
職
業
相
談
が
必
要
で
す
。

問　
浜
田
公
共
職
業
安
定
所

（
☎
�
８
６
０
９
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

浜
田
公
民
館
研
修
旅
行
参
加
者

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）
参
加
者

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

　
　
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

資
格
・
試
験

求
職
者
支
援
訓
練

（
基
礎
コ
ー
ス
）
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①
浜
田
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
②

　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
に
よ

り
、
介
護
福
祉
の
基
本
的
な
知
識
・

技
術
の
習
得
と
実
践
的
な
技
能
を
身

に
付
け
ま
す
。

対
象　
求
職
者

定　
20
人

入
校
検
定
日　
11
月
１
日
㈮

訓
練
期
間　
11
月
20
日
㈬
～
平
成
26

年
３
月
19
日
㈬

訓
練
場
所　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

申
込
締
切
日　
10
月
22
日
㈫

②
江
津
総
合
Ｏ
Ａ
科

　

文
書
作
成
・
表
計
算
の
技
能
習
得
、

簿
記
基
本
知
識
、会
計
ソ
フ
ト
操
作
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
つ
い
て
の
実

践
的
な
処
理
技
能
と
資
格
取
得
を
目

指
し
ま
す
。

対
象　
求
職
者

定　
20
人

入
校
検
定
日　
11
月
14
日
㈭

訓
練
期
間　
12
月
３
日
㈫
～
平
成
26

年
３
月
28
日
㈮

訓
練
場
所

　

㈲
ア
イ
ネ
ッ
ト
（
江
津
市
）

募
集
締
切
日　
11
月
５
日
㈫

①
・
②
共
通
事
項

検
定
場
所

　

浜
田
合
同
庁
舎
５
階
中
会
議
室

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実

①
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科

　

職
業
人
と
し
て
必
要
な
情
報
技
術

の
基
礎
知
識
・
技
術
の
習
得
に
併
せ

て
、
事
務
職
と
し
て
必
要
な
簿
記
会

計
及
び
情
報
処
理
機
器
の
活
用
に
関

す
る
知
識
・
技
術
・
技
能
を
習
得
し

ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
35
歳

未
満
で
、
高
等
学
校
を
卒
業
又
は

卒
業
見
込
み
の
人
、
高
等
学
校
卒

業
程
度
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
人

定　
10
人

②
建
築
科

　

木
造
建
築
物
の
建
築
施
工
と
こ
れ

に
関
連
す
る
設
計
、
積
算
な
ど
の
技

能
や
知
識
を
習
得
し
ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
35
歳
未
満
で
、

中
学
校
・
高
等
学
校
を
卒
業
又
は

卒
業
見
込
み
の
人

定　
10
人

③
機
械
加
工
・
溶
接
科

　

汎
用
工
作
機
械
及
び
Ｎ
Ｃ
旋
盤
を

操
作
で
き
る
技
術
及
び
関
連
知
識
を

習
得
し
ま
す
。
ま
た
、
各
種
溶
接
方

法
の
技
術
及
び
関
連
知
識
を
習
得
し

ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
中
学
校
・
高
等

学
校
を
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の

人
定　
10
人

①
・
②
・
③
共
通
事
項

入
校
検
定
日　
11
月
８
日
㈮

検
定
場
所　
西
部
高
等
技
術
校

料　
テ
キ
ス
ト
代
・
資
格
試
験
取
得

費
用
な
ど
は
実
費
自
己
負
担
（
こ

の
ほ
か
、Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
の
み
、

授
業
料
・
入
校
料
な
ど
実
費
自
己

負
担
）

訓
練
期
間

　

平
成
26
年
４
月
～
平
成
27
年
３
月

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

申
込
方
法　
願
書
（
西
部
高
等
技
術

校
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

次
の
申
込
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
先

新
規
学
卒
の
人　
西
部
高
等
技
術
校

新
規
学
卒
以
外
の
人　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
（
所
定
の
就
業
相
談
が
必
要
で

す
。）

申
込
締
切
日

10
月
25
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

問　
西
部
高
等
技
術
校
【
〒
６
９
８

‐
０
０
４
１　

益
田
市
高
津
４
丁

　

目
７
‐
10
（
☎
０
８
５
６
�
２
４

　

５
０
）】

http://w
w
w
.pref.shim

ane.lg.jp/
seibu_gijutsu/

　

資
格
は
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

働
け
る
時
間
に
制
限
が
あ
る
人
や
、

も
う
一
度
勉
強
し
直
し
た
い
人
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了

後
、
介
護
保
険
施
設
な
ど
で
職
場
体

験
（
お
試
し
勤
務
）
が
で
き
ま
す
。

対
象　
介
護
分
野
の
有
資
格
者
で
ブ

ラ
ン
ク
が
あ
る
人
・
就
職
を
希
望

す
る
人

日　
10
月
21
日
㈪
～
25
日
㈮

※　

希
望
す
る
日
の
み
の
参
加
も
で

き
ま
す
。

場　
い
わ
み
ー
る　

ほ
か

定　
20
人

料　
無
料

※　

保
育
園
な
ど
に
、
子
ど
も
を
一

時
預
か
り
し
て
も
ら
う
費
用
の
助

成
も
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切
日　
10
月
11
日
㈮

申
・
問　

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
石
見
分
室
・
島
根
県
社
会
福

祉
協
議
会
石
見
支
所

（
☎
�
９
３
４
０
）

費
自
己
負
担
）

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

申
込
方
法　
願
書
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

有

料

広

告

西
部
高
等
技
術
校
入
校
生

介
護
の
仕
事
学
び
直
し

　
　
　
　
　
　
セ
ミ
ナ
ー

教
室
・
講
座

平
成
26
年
入
校
生

平
成
25
年
入
校
生
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地
域
の
保
育
園
、
小
・
中
学
校
に

よ
る
歌
や
演
奏
、
神
楽
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
に
加
え
、
た
こ
焼
き
や
焼
き

そ
ば
な
ど
の
屋
台
村
も
あ
り
、
綿
菓

子
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
は
無
料
で
振
る

舞
い
ま
す
。

日　
10
月
５
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　
こ
く
ぶ
学
園
正
面
玄
関

問　
こ
く
ぶ
学
園
（
☎
�
０
０
８
４
）

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日　
10
月
16
日
㈬

　

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
と
肝
臓
が

ん
に
つ
い
て

講
師　
岡
本
英
司
さ
ん
（
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
消
化
器
内
科
部
長
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
が
ん
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
７
０
９
６
）

参
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
申
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。

※　

県
立
体
育
館
は
、
耐
震
工
事
の

た
め
休
館
中
で
す
。
後
期
ス
ポ
ー

ツ
教
室
は
、
石
見
武
道
館
で
行
い

ま
す
。

申
・
問　
石
見
武
道
館
内　

県
立
体

育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室
事
務
局

（
☎
�
１
２
０
１
）

開
設
期
間　
11
月
11
日
㈪
～
平
成
26

年
２
月
15
日
㈯

受
付
開
始
日　
10
月
26
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～

定　
左
表
の
と
お
り
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
申
込
書
（
石
見
武
道
館

に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
持

（
週
１
回
課
程
）
２
、
５
０
０
円

　

マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
キ
ッ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　

６
、
２
０
０
円

申
込
方
法　
申
込
書
（
石
見
武
道
館

に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
載
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

申
・
問　
石
見
武
道
館

（
☎
�
７
１
７
０
）

開
設
期
間　
10
月
15
日
㈫
～
平
成
26

年
３
月
15
日
㈯

受
付
開
始
日　
９
月
28
日
㈯

　

午
後
１
時
～

料　
一
般　
　
　
　

５
、
２
０
０
円

　

大
学
生　
　
　
　

４
、
２
０
０
円

　

小
・
中
学
生
・
高
校
生

（
週
２
回
課
程
）
４
、
０
０
０
円

後期スポーツ教室一覧表

教　室　名 曜日 時   間 対　象 定員 開講日
（10月)

剣道（週２回課程） 火
木 18:30～20:00 小・中学生男女 60人 15日

かんたんエアロビクス
水

9:30～10:50
一般男女 40人

16日
レクリエーションスポーツ
ラージボール卓球 13:30～15:30

柔道（週２回課程） 水
金 18:30～20:00 幼児～中学生

男女 60人

ママ＆ベビーキッズ３Ｂ
木

10:00～11:30 乳児～入園前
幼児と保護者 30組

17日
レスリング 18:30～20:00 幼児～

中学生男女 30人

フレッシュアップ３Ｂ

金

9:30～11:00
一般男女

20人

18日
気功・太極拳（昼） 13:30～15:00 30人

居合道
18:30～20:00 小学校４年生

～中学生男女 10人

18:30～20:30 高校生以上男女 20人
気功・太極拳（夜） 土 18:30～20:00 一般男女 30人 19日

後期スポーツ教室一覧表

教　室　名 曜日 時　間 対　象 定員 参　加　料 開講日
（11月)

軽スポーツ

月

10:00～11:30 45歳以上 20人
2,600円

11日

硬式卓球 13:30～15:30 一般 24人

少年バドミントン 16:30～18:00 小学校４～
　　６年生 15人 1,500円

ソフトバレー 19:00～20:30
一般 20人 2,600円美コアメイク

トレーニング 19:00～20:00

キッズ体操
火 15:00～16:00 Ｈ20.４月～

Ｈ21.３月生 10人

1,500円

12日

木
14:30～15:30 Ｈ19.４月～

Ｈ20.３月生 15人
14日

ふれあい広場 16:00～17:00 小学校１～
　　３年生 20人

ソフトバレー
金

15:30～17:00
一般 2,600円 15日

ヨガ 19:00～20:30 15人

にこにこビクス 土 10:30～11:50 中学生以上 20人
中高1,500円
大2,100円

一般2,600円
16日

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

石
見
武
道
館

後
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

県
立
体
育
館

後
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
市
民
公
開
講
座

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

こ
く
ぶ
学
園
秋
祭
り
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子
ど
も
１
日
店
長
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
や
、食
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日　
10
月
13
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場　
紺
屋
町
商
店
街
ふ
れ
あ
い
ロ
ー

ド
未
来
の
ピ
カ
ソ
展

　

市
内
21
園
の
園
児
に
よ
る
作
品
約

６
５
０
枚
を
、
紺
屋
町
商
店
街
各
店

頭
で
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間　
10
月
８
日
㈫
～
14
日
㈷

表
彰
式　
10
月
13
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～

※　

入
選
作
品
は
、
世
界
こ
ど
も
美

術
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
展
示
（
10

月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
）
し
ま
す
。

問　
紺
屋
町
商
店
街
事
務
局　

平
日

午
前
中
（
☎
�
４
３
５
２
）

　

山
形
靴
店
（
☎
�
０
２
１
２
）

　

10
月
を
ス
ポ
ー
ツ
推
進
月
間
と
し

て
、１
か
月
間
無
休
で
開
館
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
体
験
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、

柔
道
稽
古
会
・
筋
力
測
定
・
ス
ポ
ー

ツ
愛
好
者
の
た
め
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
な
ど
を
し
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
、
記
念
品
と
ド
リ
ン

ク
サ
ー
ビ
ス
を
し
ま
す
。

日　
10
月
13
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

料　
無
料

※　

施
設
利
用
者
に
は
、
ド
リ
ン
ク

サ
ー
ビ
ス
を
し
ま
す
。

姿
勢
す
っ
き
り
！
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体

験
・
栄
養
チ
ェ
ッ
ク

日　
10
月
６
日
㈰

※　

内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
石
見
武
道
館
（
☎
�
７
１
７
０
）

～
歩
い
て
知
ろ
う
、
学
ぼ
う
、

　
　
　
　
　
　
先
人
の
生
き
ざ
ま
～

　

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
第
３

弾
「
岡
本
甚
左
衛
門
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

心
を
込
め
て
ガ
イ
ド
し
ま
す
。

日　
10
月
19
日
㈯

受
付　
午
前
８
時
～

ス
タ
ー
ト　
午
前
８
時
30
分

集
合
場
所　
雲
城
公
民
館

料　
大
人
３
０
０
円

　

中
学
生
以
下
無
料

問　
雲
城
公
民
館
（
☎
�
２
０
７
６
）

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
高
温
、
異
常
気
象

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
地
球
が
悲
鳴

を
上
げ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

地
球
を
思
い
や
る
時
間
を
共
有
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日　
10
月
19
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題　
心
の
窓
か
ら
み
る
環
境
問
題

（
仮
題
）

講
師　
相
山
一か

ず

善よ
し

さ
ん
（
光こ

う

善ぜ
ん

寺じ

住

職
）

料　
無
料

※　

北
三
瓶
小
学
校
の
児
童
が
種
を

採
取
し
、
全
員
が
育
て
た
「
オ
キ

ナ
グ
サ
（
絶
滅
危
惧
種
）」
を
20

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

問　
浜
田
地
域
環
境
サ
ー
ク
ル

　

大
橋
さ
ん
（
☎
�
０
６
３
５
）

　

大
田
市
仁
摩
町
の
歴
史
と
ジ
オ
サ

イ
ト
を
観
察
し
ま
す
。
息
を
の
む
迫

力
の
鏝こ

て

絵え

に
２
千
万
年
前
の
マ
グ
マ

の
火
道
。古
代
遺
跡
に
中
世
の
山
城
。

仁
摩
の
魅
力
を
堪
能
し
ま
し
ょ
う
。

日　
10
月
20
日
㈰

　

午
前
８
時
50
分
～
正
午
過
ぎ

※　

雨
天
の
場
合
は
、
27
日
㈰
に
延

期
し
ま
す
。

集
合
場
所　
石
央
地
域
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
（
江
津
市
）

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
の

ほ
か
、
和
紙
を
使
っ
た
も
の
づ
く
り

体
験
が
で
き
ま
す
。

日　
10
月
20
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

Ａ
３
判　
　

（
１
枚
）
６
０
０
円

つ
け
染
め　

（
１
枚
）
５
０
０
円

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

　

今
年
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
外
国
か
ら
来
た

お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に

パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
生

日　
10
月
26
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

定　
先
着
30
人

料　
１
０
０
円

申
込
締
切
日　
10
月
23
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

一
緒
に
気
持
ち
よ
く
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日　
10
月
27
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
９
時
～

ス
タ
ー
ト　
午
前
10
時

集
合
場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
横

多
目
的
広
場

コ
ー
ス　
３
㎞
・
５
㎞

料　
無
料

※　

保
険
料
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

が
負
担
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
10
月
23
日
㈬

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

　
　
　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

　
　
　
も
の
づ
く
り
体
験

こ
ん
や
ま
ち
の
秋
ま
つ
り

県
立
石
見
武
道
館

10
月
ス
ポ
ー
ツ
推
進
月
間

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

岡
本
甚
左
衛
門

　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

環
境
講
演
会

第
１
３
８
回
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
歴
史
紀
行

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

２
０
１
３

健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
野
原
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楽
し
く
た
め
に
な
る
催
し
物
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
医
療
に
触
れ
、
医

療
を
考
え
る
１
日
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

糖
尿
病
な
ど
医
療
に
関
す
る
相
談

コ
ー
ナ
ー
・
ミ
ニ
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲

号
・
消
防
は
し
ご
車
乗
車
体
験
・
屋

台
村
・
吹
奏
楽
演
奏
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
も
あ
り
ま
す
。

日　
10
月
27
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

　

ほ
か

問　
浜
田
駅
北
医
療
フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
会
事
務
局　

櫨
山
さ
ん

（
☎
�
０
７
７
８)

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会　

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９

　

５
０
７
‐
１
７
５
５
）

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推
進

係
（
☎
�
９
３
１
１
）

　

日
本
の
棚
田
百
選
の
一
つ
で
も
あ

る
室
谷
の
棚
田
で
、
棚
田
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。
棚
田
写
真
展
・
棚
田

散
策
・
郷
土
芸
能
（
石
見
神
楽
、
田

ば
や
し
）
の
ほ
か
棚
田
で
採
れ
た
お

い
し
い
お
米
や
野
菜
の
販
売
を
行
い

ま
す
。
日
本
の
原
風
景
を
秋
の
室
谷

で
堪
能
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
10
月
27
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場　
三
隅
町
室
谷
（
上
室
谷
集
会
所

付
近
の
田
ん
ぼ
）

料　
む
ろ
だ
に
会
席
膳
（
要
予
約
・

限
定
50
食
）　
　

１
、
５
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

無
料
送
迎
バ
ス
（
三
保
三
隅
駅
・

石
正
美
術
館
発
）
を
運
行
し
ま
す

の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
観
光
協
会
三
隅
支
部

（
☎
�
２
１
０
４
）

　

中
途
失
明
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

糖
尿
病
・
緑
内
障
な
ど
の
病
気
に
つ

い
て
、
そ
の
予
防
方
法
や
治
療
方
法

な
ど
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
目
が
見
え
な
く
な
る
こ

と
に
よ
る
不
安
な
ど
、
相
談
支
援
・

制
度
的
支
援
な
ど
に
つ
い
て
も
、
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日　
10
月
27
日
㈰

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場　
浜
田
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

演
題　
中
途
失
明
の
予
防
・
治
療
・

ケ
ア
・
認
知
症
高
齢
者
へ
の
対
応

講
師　
鈴
木
忠
子
さ
ん
（
鈴
木
内
科

眼
科
医
院
）

料　
無
料

問　
中
国
四
国
理
学
療
法
学
会
長　

高
木
耐
正
さ
ん
（
☎
０
８
０
‐
１

　

９
２
２
‐
１
７
２
３
）

　

金
城
民
俗
資
料
館
は
開
館
40
周

年
、
金
城
歴
史
民
俗
資
料
館
は
35
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。こ
れ
を
記
念
し
、

市
の
文
化
財
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
、
期
間
中
の
入
館
料
を
無
料

と
す
る
、
市
民
感
謝
デ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

日　
11
月
２
日
㈯
～
４
日
（振）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場　
金
城
民
俗
資
料
館
及
び
金
城
歴

史
民
俗
資
料
館
（
金
城
町
波
佐
）

料　
無
料

問　
金
城
資
料
館　

隅
田
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
７
‐
２
８

１
８
）

　

農
林
産
物
や
島
根
和
牛
、
手
打
ち

そ
ば
、
田
舎
ず
し
な
ど
地
域
特
産
品

の
展
示
即
売
や
地
元
商
店
・
事
業
所

の
出
店
、
そ
し
て
石
見
神
楽
・
太
鼓
・

踊
り
な
ど
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
盛
り

だ
く
さ
ん
の
２
日
間
で
す
。

　

金
城
の
深
ま
る
秋
の
た
た
ず
ま
い

と
地
域
の
文
化
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
２
日
㈯
・
３
日
㈷

場　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

問　
金
城
支
所
産
業
課

（
☎
�
１
２
３
３
）

　
「
お
い
し
い
食
べ
物
づ
く
り
と
自

然
を
守
り
心
豊
か
な
町
づ
く
り
」を
テ

ー
マ
に
、
農
産
物
・
林
産
物
・
特
産
品

の
展
示
販
売
・
地
元
集
落
に
よ
る
出

店
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
、
地
元
保
育
園
児
と
小

学
校
児
童
に
よ
る
子
供
神
楽
・
中
学
校

生
徒
に
よ
る
和
太
鼓
・
地
元
社
中
に

よ
る
石
見
神
楽
の
上
演
を
行
い
ま
す
。

日　
11
月
３
日
㈷

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　
市
役
所
弥
栄
支
所
前
イ
ベ
ン
ト

広
場

問　
い
わ
み
中
央
農
業
協
同
組
合
弥

栄
支
所
内　

弥
栄
産
業
ま
つ
り
実

行
委
員
会
（
☎
�
２
２
２
１
）

　

島
根
県
立
大
学
生
が
考
案
し
た「
里

山
」
の
魅
力
を
発
信
す
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
秋
の
空
気
を

吸
い
な
が
ら
、
美
川
西
地
区
の
里
山

を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　

お
い
し
い
食
べ
物
や
地
域
の
人
と

の
交
流
を
通
し
て
、
私
た
ち
の
住
む

ま
ち
の
魅
力
を
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

日　
11
月
４
日
（振）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

集
合　
午
前
８
時
30
分

集
合
場
所　

扇
原
茶
園
「
農
村
カ

フ
ェ
」

※　

自
家
用
車
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
で

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス　
田
橋
町
か
ら
横
山
町
の
里

山
を
散
策
す
る
約
10
㎞
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
す
。

定　
先
着
30
人

料　
５
０
０
円
（
保
険
代
・
ド
リ
ン

ク
代
な
ど
）

申
込
締
切
日　
10
月
25
日
㈮

申
込
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
扇
原
茶
園
内

　

里
山T

asting

実
行
委
員
会

（
☎
�
０
８
１
６
・
▢ＦＡＸ
�
０
８
２

６
）

Em
ail:taste.satoyam

a@
gm

ail.
com

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

室
谷
の
棚
田
ま
つ
り

浜
田
駅
北
医
療
フ
ェ
ス
タ

中
途
失
明
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
講
演
会

金
城
資
料
館
の

　
　
　
　
市
民
感
謝
デ
ー

さ
ざ
ん
か
祭
り

弥
栄
産
業
ま
つ
り

里
山T

て
い
す
て
ぃ
ん
ぐ

asting
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西
中
国
山
地
民
具
を
守
る
会
で

は
、
浜
田
か
ら
坊ぼ

う

示じ

峠
を
越
え
て
芸

州
（
北
広
島
町
）
に
鯖
の
行
商
を
し

て
い
た
人
々
を
調
査
し
、民
俗
誌「
峠

を
越
え
た
魚
」
を
出
版
さ
れ
た
民
俗

学
者
・
神か

ん

崎ざ
き

宣の
り

武た
け

さ
ん
に
全
国
の
食

文
化
の
旅
を
通
じ
た
、
食
文
化
の
違

い
を
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日　
11
月
４
日
（振）

　

午
後
２
時
～
４
時

場　
波
佐
公
民
館
（
と
き
わ
会
館
）

演
題　
峠
を
越
え
た
魚
～
日
本
食
文

化
の
旅
～

講
師　
神
崎
宣
武
さ
ん

料　
無
料

問　
西
中
国
山
地
民
具
を
守
る
会

　

隅
田
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９

　

７
‐
２
８
１
８
）

　

か
な
文
字
の
楽
し
さ
、
デ
ザ
イ
ン

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
30
年
以

上
を
経
た
古
墨
を
使
っ
て
作
品
を
制

作
す
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日　
10
月
７
日
㈪
～
18
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　
日
本
海
信
用
金
庫
本
店
ロ
ビ
ー

料　
無
料

問　
敬
紅
書
学
院　

坂
本
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
２
０
０
７
‐
１
７

８
０
）

　

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

期
間　
10
月
５
日
㈯
～
平
成
26
年
５

月
６
日
（振）

休
館
日　
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
が
水

曜
日
の
場
合
は
木
曜
日
）・
12
月

31
日
・
１
月
１
日

オ
ー
プ
ン
特
別
企
画
「
未
就
学
児
童

滑
走
料
無
料
ス
ケ
ー
ト
体
験
デ
ー
」

　

４
歳
児
か
ら
ス
ケ
ー
ト
体
験
で
き

ま
す
。

日　
10
月
５
日
㈯
～
14
日
㈷

料　
滑
走
料
無
料
（
貸
靴
料
４
０
０

円
必
要
）

※　

ス
ケ
ー
ト
靴
は
15
㎝
か
ら
取
り

そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

※　

長
め
の
ソ
ッ
ク
ス
、
手
袋
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

イ
ス
ソ
リ
、
ス
ケ
ー
ト
ア
ー
ム

も
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　
事
前
に
、
電
話
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ス
ケ
ー
ト
教
室

日　
11
月
か
ら
平
成
26
年
４
月
ま
で

の
毎
週
土
曜
日

初
級　
午
前
10
時
～
11
時

中
級　
午
前
11
時
～
正
午

料　
滑
走
料
５
０
０
円

　
　

貸
靴
料
４
０
０
円

　
　

教
室
料
５
０
０
円

※　

初
回
の
み
保
険
料
５
０
０
円

申
込
方
法　
事
前
に
、
電
話
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

男
女
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
初
心

者
の
指
導
が
で
き
る
よ
う
当
館
指
導

員
に
よ
る
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

ア
ク
ア
ス
の
秋
を
楽
し
も
う
！

食
欲
の
秋
「
シ
ロ
イ
ル
カ
や
サ
メ
の

〝
ご
は
ん
〟
を
食
べ
て
み
よ
う
」

　

ア
ク
ア
ス
の
生
き
物
た
ち
は
ど
ん

な
も
の
を
食
べ
て
い
る
の
か
な
？
み

ん
な
で
お
い
し
く
食
べ
て
み
よ
う
。

日　
10
月
12
日
㈯
～
14
日
㈷
・
19
日

㈯
・
20
日
㈰　

午
前
11
時
～
（
な

く
な
り
次
第
終
了
）

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
各
日
先
着
５
０
０
人

料　
入
館
料
に
含
み
ま
す
。

癒
し
の
秋
「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
Ｄ
Ａ
Ｙ 

in 
ア
ク
ア
ス
」

　

ア
ク
ア
ス
館
内
に
島
根
や
そ
の
ほ

か
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
が
登
場
す
る
よ
。

ど
ん
な
ご
当
地
キ
ャ
ラ
に
会
え
る
か

な
？

日　
10
月
12
日
㈯
～
14
日
㈷
・
19
日

㈯
・
20
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

海
の
体
験
教
室

ザ
リ
ガ
ニ
を
釣
っ
て
み
よ
う

　

竹
で
釣
竿
を
作
っ
て
、
ザ
リ
ガ
ニ

を
釣
っ
て
み
よ
う
。

日　
10
月
６
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
ア
ク
ア
ス

定　
先
着
30
人

料　
無
料

※　

申
込
み
が
必
要
で
す
。

日
曜
講
座

み
つ
ろ
う
を
使
っ
て
キ
ャ
ン
ド
ル
作

り
　

は
ち
み
つ
を
集
め
る
と
き
に
採
れ

る
「
み
つ
ろ
う
」
を
使
っ
て
キ
ャ
ン

ド
ル
を
作
ろ
う
。

日　
10
月
20
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　

ア
ク
ア
ス
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー

ホ
ー
ル

講
師　
中
山
さ
ん（
中
山
農
園
代
表
）

定　
先
着
30
人

料　
無
料

※　

申
込
み
が
必
要
で
す
。

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

石
見
の
歌
人
た
ち
の
詩
情
豊
か
な

世
界
を
お
届
け
し
ま
す
。

日　
11
月
17
日
㈰　

午
後
１
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　
無
料

問　
浜
田
市
短
歌
ク
ラ
ブ　

加
藤
さ

ん
（
☎
�
６
４
８
３
）

　

川
柳
を
楽
し
む
会
に
お
集
ま
り

を
！！

日　
11
月
10
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
浜
田
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

料　
２
、
０
０
０
円
（
昼
食
・
旬
会

詩
代
を
含
む
。）

問　
石
見
川
柳
会　

佐
々
木
さ
ん

（
☎
�
２
９
１
７
）

第
39
回
文
化
講
演
会

浜
田
市
文
化
祭
協
賛
行
事

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

敬
紅
書
学
院
作
品
展

石
見
川
柳
創
立
35
周
年
記
念

川
柳
大
会

第
64
回
石
見
短
歌
大
会
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グ
ラ
ン
ト
ワ
開
館
８
周
年
記
念
感
謝

祭
「
き
ん
さ
い
デ
ー
」

グ
ラ
ン
ト
ワ
全
館
無
料
開
放
！

石
見
美
術
館
・
い
わ
み
芸
術
劇
場
大

ホ
ー
ル
も
無
料
開
放
し
ま
す

　

日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、

グ
ラ
ン
ト
ワ
全
館
を
使
っ
た
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
で
皆
さ
ん
を
お
も
て
な
し

し
ま
す
。

日　
10
月
６
日
㈰　

午
前
10
時
～

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
全
館

料　
無
料

※　

飲
食
コ
ー
ナ
ー
は
有
料
で
す
。

企
画
展
「
一
木
一
草
に
神
を
見
る
自

然
と
美
術
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

美
術
講
座
「
美
術
科
が
と
ら
え
た
自

然
」

　

展
覧
会
担
当
学
芸
員
が
、
展
覧
会

の
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

日　
10
月
27
日
㈰

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
講
義
室

講
師　
廣
田
理
紗
さ
ん
（
石
見
美
術

館
主
任
学
芸
員
）

定　
先
着
50
人

料　
無
料

神
在
乃
国
し
ま
ね

ワ
ー
ル
ド
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
舞
い
集
う
神
々
の
宴
～

　

石
見
神
楽
の
地
で
あ
る
島
根
県
益

田
市
へ
世
界
の
舞
い
が
集
結
す
る
。

　

ワ
ー
ル
ド
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
は
世
界
の
舞
い
を
鑑
賞
で
き
る
だ

け
で
は
な
く
、
見
た
り
聞
い
た
り
食

べ
た
り
、
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る

様
々
な
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
グ
ラ
ン
ト
ワ
が
「
神
楽
一

色
」
に
染
ま
る
３
日
間
で
す
。

日　
11
月
２
日
㈯
～
４
日
（振）

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
各
所

料○
特
別
席
Ａ
「
桟
敷
席
・
指
定
席
」・

お
土
産
付
き

　

１
日
券　
　
　
　

６
、
０
０
０
円

○
特
別
席
Ｂ
「
指
定
席
」

　

１
日
券　
　
　
　

４
、
０
０
０
円

○
１
日
券
「
指
定
席
」

　
　
　
　
　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

○
３
日
間
通
し
券　

４
、
５
０
０
円

○
１
日
券
「
自
由
席
」

　
　
　
　
　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

○
子
ど
も　
　
　
　
　
　

５
０
０
円

※　

石
見
美
術
館
で
開
催
中
の
企
画

展
「
一
木
一
草
に
神
を
み
る
自
然

と
美
術
」の
入
館
料
を
含
み
ま
す
。

　

10
月
１
日
の
「
法
の
日
」
に
併
せ

て
、無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

遺
産
相
続
・
遺
言
・
名
義
変
更
登
記
・

借
金
・
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
悪

質
商
法
・
会
社
の
登
記
・
裁
判
・
調

停
・
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産
管

理
な
ど
、
様
々
な
法
律
相
談
や
登
記

相
談
を
行
い
ま
す
。

江
津
会
場

日　
10
月
11
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

料　
無
料

益
田
会
場

日　
10
月
17
日
㈭

　

午
後
１
時
～
５
時

場　
益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な

ろ
館

料　
無
料

予
約
先　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐

２
３
４
）

受
付
時
間

　

平
日
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

※　

予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
１
４
０
２
）

　

金
銭
、
夫
婦
・
親
子
、
そ
の
ほ
か

親
族
間
の
も
め
ご
と
。
相
続
、
土
地

建
物
交
通
事
故
な
ど
の
争
い
ご
と
に

つ
い
て
の
相
談
を
無
料
で
受
け
ま
す
。

日　
10
月
24
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場　
浜
田
公
民
館

担
当
者　
浜
田
裁
判
所
調
停
委
員

※　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

問　
島
根
県
調
停
協
会
浜
田
支
部
長

　

加
藤
さ
ん

（
☎
０
８
５
５
�
０
２
２
８
）

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

は
っ
し
ー
広
場
秋
祭
り

日　
10
月
12
日
㈯
～
14
日
㈷

　

午
前
11
時
～

10
月
の
神
楽
情
報
（
雨
天
中
止
）

日　
27
日
㈰　

岡
崎
神
楽
社
中

　

午
後
１
時
～
３
時

は
っ
し
ー
広
場
秋
祭
り
・
神
楽
情
報

に
つ
い
て

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

　

土
地
の
分
筆
・
地
目
変
更
・
地
積

更
正
の
登
記
・
境
界
の
問
題
・
建
物

の
新
築
・
増
改
築
な
ど
に
伴
う
表
示

に
関
す
る
登
記
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
受
け
ま
す
。

日　
10
月
１
日
㈫

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
浜
田
公
民
館
第
１
研
修
室

問　
島
根
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
３
５
２
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

無
料
調
停
相
談

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

土
地
家
屋
調
査
士
の

無
料
登
記
相
談

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 20,007 20,223 22,610 42,833
金 城 1,922 2,205 2,390 4,595

旭 1,421 1,507 1,608 3,115
弥 栄 701 695 761 1,456
三 隅 2,893 3,085 3,421 6,506
合 計 26,944 27,715 30,790 58,505

　室谷の棚田の歴史は江戸時代、砂鉄を採る「鉄
か ん な

穴流し」に遡ります。この室谷
地区は、上室谷・下室谷・諸谷で構成され、「両谷」とも呼ばれており、三隅自
治区の北東部、大麻山の中腹に位置し、「室谷の棚田」は日本の棚田百選に選ば
れています。現在の棚田は約1,000枚に減っていますが、昭和50年頃には我が国
最多の約4,500枚が確認されています。畦畔の法面は一部石積みも見られますが、
泥を固めた土

ど

坡
は

がほとんどです。
　棚田という財産に誇りを持ち続けたいという思いから、毎年10月下旬に「室谷
の棚田まつり」が開催され、この地の人たちの情の厚さ、地域の結びつきの強さ
を感じることができます。
　昨年度、室谷の歴史と文化を守る日々の努力が認められ「両谷連合自治会」は、
「しまね景観賞」優秀賞、「美の里づくりコンクール」審査会特別賞を受賞しま
した。
　室谷の棚田に見られる、四季折々の景色は、「なつかしの国 石見」そのものです。

わがまち 再発見！

人　口（８月末現在）

（単位：人）

室谷の棚田


